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渡邊 漢族の風水知識と居住空間

漢 族 の 風 水 知 識 と 居 住 空 間

とくに住宅風水と風水理解に関する

        知識人類学的諸問題について

渡 邊 欣 雄*'

1.は じめに:知 識 と リア リテ ィ

11.〈風水〉と 「三合院」住宅 との無関連?

皿.研 究者の〈風水知識>

1V.住 宅 と〈嵐水〉:「陽宅」 の理念

V.住 宅と〈風水〉:台 湾省の事例瞥見

VL住 宅 と〈風水〉:福建省の事例瞥見

皿.結 論;人 類学的知識の研究 に向けて

一 われわれの概念にはすべて限界がある
。 〔概念が指示する ものが〕 リ

ア リティであると思いがちだが,じ つは知性の創造物である一F.カ プラ

[CAPRA  l975:181]o

1.は じめに 知 識 と リア リテ ィ

 東洋の哲学や思想を知って,物 理学者カプラは,リ ア リティが人間外的な自然の本

質を表現 したものだというヨーロッパ的思考を疑った。 リア リティはそれを リア リテ

ィであるとみなす 人間の知性=知 識に宿って'いることを,い まわれわれ人類学者に再

認識させようとしても,さ ほど感動しないだろう。人類学者がこのような認識に到達

して久 しいからである。このような認識に到達 して久 しいが,し かし,リ ア リティを

リア リティであるとする人類学者の く知識〉を,人 類学者 自身今日までどれ ほど問題

視できたであろうか。なおまだ,と うてい十分であるとは言いきれない。すなわち,

われわれが リア リティに対 し,そ れが含むコー ドであるとして,ア ・プリオ リにこれ

まで適用してきた,〈 自然〉対 〈文化〉,〈男性〉対 〈女性〉,〈聖〉対 〈俗〉などの概

念が,わ れわれの 「知性の創造物」にすぎないことを,ど れぼど今日認識できている

かということである。

 議論の出だしとしては,あ まりにも大きな認識論から出発 しているが,本 稿ではま

ずかような前提を前提 とせねばならないのである。カプラが言うように,人 間の精神

*東 京都立大学人文学部
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には2種 類の知識がありうることは,古 くから認められてきた[(】APRA I 975:30]。

1つ は合理的知識であり,も う1つ は直観的知識である。とくにヨーロッパではそれ

ぞれの知識の特質が,〈 科学〉と 〈宗教〉とに区分され,後 者の直観的 ・宗教的知識

のほうが前者の合理的 ・科学的知識より低 く評価されてきたのである。 しか し東洋で

は,か つては逆であった。 リア リティを合理や言語を超えたものとみなす知識こそ,

す ぐれて会得せねばならぬものとされていた。そのはるかに 「東洋的」な知識の産物

の1つ こそ,本 稿で対象 とし,あ るいはそれを通じて世界を観ようとするく風水知識〉

にほかならない。かつて東洋では合理的 ・言語的知識よりも優れた知識であるとされ

てきた直観的知識は,い まは東洋(東 アジア)で も顧みられな くなって しまっている。

そしていまは逆に,カ プラをはじめとするヨーロッパの研究者たちのほうが,東 洋的

知識の重要性をす ぐれてよく理解 しているのである。 東洋の学者たちは,こ の100～

200年 のあいだにヨーロッパの合理的知識を優れたものとみなし,み ずか らの知識伝

統を棄て去 ってまでその知識を吸収 し,「知識の正当性」[BERGER&L・ucKMANN

1966]の 根拠としてきたのであ る。至上至高の知識は,ヨ ーロッパと同様に ここ東洋

でも 「科学」の名のもとに体系づ けられ,限 定された知識となってきた。だから く風

水知識〉を東洋人みずか らが顧みようとするときに,低 位の知識としてこれを 「宗教」

視 し,あ るいは 「科学的宗教」の立場か らこれを 「迷信」視してきたのであ る。

 本稿で論 じたいのは主題にあるように,異 文化対象としての漢族の 〈風水知識〉で

あり,そ の応用分野の1つ としての居住空間(主 として住宅)に 関する問題である。

しかしこの主題に至るためには,大 きな前提条件があり,あ るいはもう1つ 別の主題

があると称してもよい。 それは相手の 〈知識〉の問題ではなく,わ れわれ研究者の

〈知識〉の問題なのである1)。すなわちカプラの言うように,わ れわれが リア リティを

扱うかぎり,リ アリティの根源となっている話者=相 手の 〈知識〉の理解を必然とする

ことはもちろんだが,こ れを理解し解釈 しようとする研究者の 〈知識〉もまた,い や

その知識こそ問題視せねばならない。 〈風水〉を漢族の リアリティだと述べる主体の

知識こそ,リ ア リティそのものだからである。漢族に発 し,東 アジア ・東南アジアに

ひろく流布してきた 〈風水知識〉は,い ままでわたくしがなんども紹介を試みて きた

ように[渡 邊 1978,1988a,1988b,1989a,1990a,1990b],〈 風水〉鑑定の専門家

を中心として所持する高潔な智術だったものである。その知識はふつうの人びとのす

べてが所持しうる知識ではなく,多 くの学習と訓練と直観とをもって,は じめて具備

・応用できる知識である。知識は高度に体系化されており,ま た限定されている。 し

1)本 稿はわたくしの沖縄の民俗的知識の研究[渡邊 1986:1-36]以 降の,0連 の知識人類学的

 研究の一部である。民俗的知識の研究でも,研究者の知識の問題に触れておいた。
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か し一度応用されると,個 人および社会への影響力は大 きく,個 人の0生 を左右 し社

会の興亡を決定づける。それは世界の未来を予知するとともに,い まある世界の存在

の因果をも人びとの得心のい くように解釈す ることがで きる。かような知識だか ら,

時代を通 じてときの政府を 巻き込み,奨 励され,排 斥 され,あ るいは反政府運動の

根拠を与え,人 びとの政治差別の思想的背景ともなって きた[c£WEBER 1947;

FREEDMAN l 966;FEucHTwANG 1972;島 尻1983;WATsoN 1988;金 1988

などユ。したがって,東 洋に保存されているこのように実用的で体系的な知識の理解の

ためには,研 究者側に相当程度の知識の慣熟性がもとめられる。〈風水知識〉なくして

は相手の 〈風水知識〉が理解できない。 このあまりにも当然の反復運動が,学 問とし

ての 〈風水論〉の リア リティなのだが,ヨmッ パ合理主義に心酔 して しまった東洋

人学者たちが,は たしてどれ くらい自分たちの過去を理解できるのか,こ れこそ大 き

な問題としていまたちはだか っているのである。

皿.〈 風水〉 と 「三 合院」住宅 との無 関連?

 わたくしの場合,漢 族研究の課題はたいてい沖縄研究からもたらされる。日本本土

から沖縄がみえないにもかかわらず,沖 縄からは日本本土 ・日本文化の特質がよくわ

かるように[高 沢 1987],漢 族の中心部からでは漢文化がよく理解で きない,あ るい

は問題視できないのと同じである。

 1988年 は沖縄にとって画期的な年だった。沖縄文化を理解するために,沖 縄 と中国

の双方で共同討議や共同研究を行なうという,こ のあまりにも当然ので きごとが実施

されたのである。沖縄は日本本土より以上に中国か らの文化的影響を強く受けており,

それは沖縄への閲人渡来から琉中双方の交通交易が盛んとなる,14～17世 紀の歴史と

文化の復原のために実施されたのでる。1988年 の琉中双方の学術交流は,ま ず沖縄県

浦添市と福建省泉州市とが姉妹都市協定を締結したことを記念 して実施された,「 文

化討論会」のかたちとなってあらわれた[浦 添市教育委員会 〔編〕 1988]。 そして同

じ年に今度は,同 じ目的で台湾の研究者と主として沖縄の研究者が一堂に会 して,双

方の 「歴史関係」を認識すべ く 「学術会議」を実施したのである[琉 中歴史関係国際

学術会議実行委員会 〔編〕 1989]。 わたくしは後者の 「学術会議」で研究発表を行な

うことができ,琉 中双方が共有 している知識やイデオロギーの異同をあきらかに した

が[渡 邊 1989],本 稿にかかわるのはむしろ前者の,「 文化討論会」での若干の討論

内容である。討論会のメイン・テーマは 「琉球一中国交流史をさぐる」であったが,
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うち分科会があり,な かでも 「民俗と文化」の分科会の討論内容が,本 稿の課題提起

の動機づけになっている。この分科会では中国側出席者である陳洒東 ・元泉州市文物

管理委員会主任(現 泉州市歴史研究会会長)と,劉 恵孫 ・福建師範大学教授への質疑

応答のかたちで討論が進行した。この討論のなかで,沖 縄側から 〈風水〉に関する質

問が出され,両 者がそれに応えている。ここでは本稿の課題提起に必要な部分のみ,

若干討論内容を復原してみよう。なお質問者は,渡 名喜明(琉 球大学助教授)で ある。

 渡名喜:わ た くし 〔は〕泉州に行ったことがあ ります。台湾で もそうですが,家 の

  作 り方は真ん中に位牌を祀 って,コ の字形になっていますね。あの作 りは,風 水

  と関係ありますか。

 陳:関 係ありません。両方ありまして,1つ は風水をきちっと見る場合,も う1つ

  は土地の形を見る場合です。ご先祖様の位牌は,必 ず真ん中に置く,と いう考え

  方で作っているところがあります。

 渡名喜:そ の考え方は風水なんですか。

 陳:そ れは違います。なぜなら道路の側に家を作 らなければいけませんから,道 路

  の向いている方に向いています。しかし家を作るときに門は非常に重要です。そ

  れに前が広びうとしているかということも重要です。 (以上の質疑応答は[浦 添

  市教育委員会〔編〕 1988:155]に よる。)

 わた くし自身はこの 「文化討論会」に出席 していないので,上 記の討論内容でさら

に言外にあるものが,い ろいろと想像できて しまう。この討論で渡名喜は,中 庭を囲

って三方に建物を配置するコの字形の,い わゆる 「三合院」住宅というその建築様式

と,〈風水〉とが関係 していないかどうかを尋ねたのである。それに対 して陳は,「三

合院」住宅がかならず しも 〈風水〉判断によって建設されるものではないことを説い

ている。のちほど述べるように,「 三合院」住宅と 〈風水〉とが因果関係を もって必

然的に結びついているわけではないことは,確 かであろう。だからここは,「 三合院」

住宅が 〈風水〉と関係 しない理由を理解することがむ しろ重要だ。陳の指摘によれば,

〈風水〉によって建築 しない場合は,家 屋の建築にあたって 「土地の形」をみるとい

う。 それはいったい,ど ういうことなのだろうか。 「土地の形」をみる観法こそ 〈風

水〉に深く関係 しているのではなかろうか。また く風水〉によらないのなら,な ぜ祖

先の位牌を建物の中央に置 くのだろうか。 つづけて渡名喜が問い尋ねると,〈 風水〉

によらないから家屋は道路に向けて建てるといい,と くに門の位置が非常に重要で,

かつまた家屋の前面が広 びうとしていることが重要だという。この討論を読んで,わ

たくしがますますわか らな くなるのは,陳 が 〈風水〉によらないから重要だとした,
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道路と家屋との関係,門 の位置方向,家 屋前面の広さなどはすべてみな,じ つは 〈風

水〉判断の重要な視点のはずだからである。それはことさら 〈理念上の風水〉とわた

くしが呼んだ[渡 邊 1989a:23],〈 風水〉文献の知識において,最 も極端に重要視さ

れている,い わば 〈風水〉判断のキイ ・ワー ドである[ie.周 1979;文 山 1983;

鐘1986;董1988な ど]。 もっとも,地 形判断 ・門路判断など0連 の判断が 〈風

水〉判断と酷似していても,居 住者本人が 〈風水〉を意識せずして住宅を建てる場合

は,ま ったく別問題である。そうであるなら,住 民は 〈風水知識〉をもたず,あ るい

はそれによらず家を建てていると説明すべきで,そ うでないかぎり陳の答えは混乱し

ていると言わざるをえない。 〈風水〉観法には,陳 の答えにあるような総 じて地勢判

断を重要視するより,方位判断重視の学派があって,〈羅盤〉重視の学派の観法を 「風

水」判断とみれば,陳 の答えにも得心がゆく。が,し かし同書の別の討論内容を読ん

でみて も,陳 の 〈風水知識〉はあきらかに地勢判断によっているのである[浦 添市教

育委員会〔編〕 1988:152-155]。 陳は 〈風水〉に関 し,十 分な知識を もちあわせて

いないのではないか,と 失礼を省みずわたくしは結局そう感 じた次第である。劉にし

ても同様で,か れははじめか ら 「わた くしは風水のことはあまり信じません し,よ く

わか りませんので……」[浦添市教育委員会 〔編〕 1988:154]と 断わっている。この

ように,〈 風水〉を 「信心」の対象にしている点については,の ちほどくわしく議論

したい。
                           a

 少な くとも渡名喜の質問に対して,泉 州市の特殊事情はわからないが,陳 の答えは

答えになっていないと思われる。 わた くしの知識からすれば,「 三合院」住宅と 〈風

水〉とは,深 い関連をもっているのである。ただあ くまで もその関連性の前提条件は,

〈風水知識〉を して住宅の立地や形態を,人 びとに説かしめようとする社会環境のあ

ることが前提で[渡 邊 1990a],そ うでなければ本稿を著わした意義はない。 すなわ

ち,「三合院」住宅 とく風水知識〉の起源はたとえ別々でも,「三合院」(も ちろん 「四

合院」住宅で も同様である)住 宅がいかに 〈風水〉に適 しているかと説 くその論理 こ

そが,両 者を相関せ しめる鍵なのである。その点は台湾の事例から述べて,大 陸中国

の事例 もみることにしたいが,わ た くしにとって気がかりなのは,ま ずは研究者側の

知識であり,そ の点をまず解決 しておかなければならない。

皿.研 究者 の 〈風水知識〉

いったい中国の研究者は,自 分たちの過去の文化遺産を,今 日どのように認識 して
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いるのであろうか。個々の中国人研究者の知識に差のあるこζは,も とより否めない。

そこで数ある知識のうち,当 該研究者の知識の公準を,最 も判断しやすいのは辞典で

ある。辞典はそれぞれ専門的知識をもっている研究者たちが分担しあって,時 代に応

じた知識を集めたコンパクトな知識資料集であるといいうる。ここでは最近入手でき

た辞典2典 に限って,そ の例 としておきたい。辞典は く風水〉および 〈風水〉判断を,

いかように解説 しているであろうか。

 看風水:ま たの名を 「相宅」という。 迷信 活動である。 住宅(俗 に 「陽宅」とい

  う),建 設基準地あるいは墓地(俗 に 「陰宅」という)を 判断するに,周 囲の風

  向き水流などの 「形勢」 (環境)を 観て,災 禍を避け福を得ようとする判断であ

  る。伝えるところによれば,晋 時代の郭僕が考え出したと言われている。その著

  『葬書』は,「葬者生気に乗ずるなり。経に曰く。気は風に乗 じて即ち散 じ,水 に

  界されて即ち止む。古人これを集めて散ぜ しめず,こ れを行ないて止あらしむ。

  ゆえにこれを風水という」と説いている。のちの世に専門家が現われて,そ の業

  を担当するのを 「風水先生」 と称 した。 宅を相するときは,向 盤(ま た の名 を

  「羅盤」という)を 手持 した。その盤上は,東 南西北の四方に分かれ,ま た寅卯

  辰,巳 午未,申 酉戌,亥 子丑 と十二刻に区切 られていた。盤上の指針の向きを判

  断 して,地 の吉凶を判別 したのである。また 「気散風沖」すなわち,気 が散じ風

  の流量の多い地を凶とし,場 所が広大で障害物のない地を吉とした。さらに陰陽
          e

  五行説を混合して,つ とめて 「沖犯」 (気の衝突)を 避けようとした。建設基準

  地が 「貫気」 (十分な気の作用状態)で あると,子 孫は官吏となり財運が好転 し

  て早 くから安寧を得ることができ,か ならずあるだろう奇異な災いや予期せぬ災

  いを防 ぐことがで きる。往時は漢族や多 くの少数民族のなかで,こ のような考え

  かたがひとしく流行していたが,今 日でもなおまだ残っているので ある[鄭 ・張

  〔主編〕 1987:384]。

 看風水:漢 族の古代か ら伝承されている迷信風俗である。往時は家を建てるとき,

  墓に葬るときはみな,ひ とを頼んで地勢 ・山水を観察 ・判断してもらい,い わゆ

  る 「好風水」,「好地脈」を得て一家の繁栄、・富貴を達成 しようとした。これを俗

  に 「看風水」といい,こ れを行なう専業家を 「風水先生」ないしは 「堪輿先生」

  と言った。この風俗が興ったのは非常に早 く,晋 時代の 『葬書』か らである。す

  なわち 「葬者生気に乗ずるなり。経に日く。気は風に乗 じて即ち散 じ,水 に界さ

  れて即ち止む。古人これを集めて散ぜしめず,こ れを行ないて止あ らしむ。ゆえ

  にこれを風水という」とある。『中国風俗史 ・魏晋南北朝階』には,「風水説は,
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  宋の時代になってはじめて盛んになった。 したがって宋時代以来,そ の誤謬をう

  ち消そうとしてもまた復すること少なくなかった」とある。往時は,親 縁な民族

  どお しそれぞれ似たような風俗がひとしく存在 したが,い まはこの風俗はすでに

  盛んではない。ただ,風 水の観念はいまだに存 在 している[唐 ・彰〔主編〕1988:

  575]。

 現在入手 しうるてごろな辞典2典 の く風水〉定義を紹介したが,た だ1点 をのぞき

十分参考になる内容である。 古来 中国では,「 地霊人傑」とか 「福地福人居,福 人居

福地」などと称 して,土 地 ・環境と人間生活の吉凶的因果関係が観念されてきた。こ

れを 〈地人相関論〉だといえば,リ ッター(K.Ritter)の みならず ヨーロッパ地理学

にも久 しく観念されてきたものと,き わめてよ く似ている[渡邊 1978】。が,し かし,

中国 く風水〉論は,そ れがヨーロ黙パ地理学とはちがって,〈 動態地理学〉か ら発 し

ているという特徴を もつのみならず[村 山 1931],人 間生 活の福 ・吉 ・財 ・寿 ・幸

などの維持獲得のたあに く実践〉されてきたものであり,今 日でいういわば環境アセ

スメントの具だったのである。 その発想が郭瑛の 『葬書(葬 経)』 に発することは,

今日の通説である。この書は晋朝期にあっても,大 衆書ではなく専門書であり,書 の

内容を識って 〈風水〉鑑定の識眼を有する専門家が必要だった。以来,そ の鑑定をも

っぱらとする専家があらわれ,か れらを 「風水先生」とか 「堪輿先生」などと称 した。

かれらの判断は辞典が教えるように,地 勢判断や方位判断により「好風水」,「好地脈」

を探求 して,人 間生活の く平安〉をもたらそうとするものだった。以下,辞 典の内容

はおおかた納得のできるものであるが,さ きにも述べたようにただ1点 だけが,本 章

の内容にかかわって くる。それは,辞 典のいずれもが 「看風水」(風 水判断)を して,

「迷信」と定義づけでいる点である。

 「迷信」とはいうまで もなく,正 統宗教や科学的知識からみて,道 理に合わない知

識,と くに信仰をいう。ある理性的判断か ら考えて,不 合理な盲目的な信仰をいうの

である。だから 「看風水」を執筆 した研究者やそれぞれの辞典の主編者の立場はもは

や明確で,少 なくとも く風水知識〉を もつ者の側にはおらず,む しろこれを 「非科学

的」,「不合理」,「無理性」,「邪教」とみていることは確かであろう。上記の辞典の言

葉を籍りていえば,現 在 〈風水〉観念がなおまだ存在 しているのではなく,今 日相手

の知識をしてなおまだこれを 「迷信」視する知識の所有者がいる,の である。人類学

にとって,あ まりにも馬鹿げた現実がここにあるのだが,し か し東洋的知識を論ずる

にあたって東洋的知識とは異なる知識が,こ こ東洋にあることを,問 題視せねばなら

ない。結論を先取りしていえば,〈風水〉を迷信視するかぎり,〈風水知識〉はとうて
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い理解で きない,と いうことである。

 〈風水〉を 「迷信」視することの問題が問題である として,早 くから 「宗 教 と迷

信」に関 して論じてきたのは,李 亦園(清 華大学教授)で あった。とか くわれわれ人

類学者は,相 手の知識をして迷信視する書物を,問 題外のものとしてかえって排斥す

る傾向があるが,李 はこれを宗教人類学的課題として,真 正面から取りあ げてきた

1李 1978:37-67]。 すなわち,李 はつぎのように言う。

 「台湾では,行 政機関で迷信めいた心理状態が充満 していると,よ くわれわれは聴

く。たとえば官僚が新規任官してくると,自 分の部屋の向きを最も適宜な方向に向け

るべく,机 を 『葬山面水』つまり山を背に して水に面するように配置しなおそうとす

る。このような状態にすることが好風水にすることであ り,こ のようにして官位昇格

ﾘ立 身出世ができるというのである。また,あ る市長が任官したおり,市 庁舎の前面

にある噴水池の方向を少 し変えて,不 運を回避 しようとしたこともある」[李 1978:

38]。    0

 このような観念を他者か らみて,人 をだまし人に害する不合理な 「迷信」だと人は

いう。 しからば合理的宗教と不合理な迷信との差はどこにあるのだろうか。李はつづ

けて言う。

 高名な学者たちは 「迷信」と 「正信」・「理信」とを区別 して,後 者は至上の理論的

基礎と至上の目標 とをもっており,厳 格な理性 ・知性と修行とを経たものであるとい

い,あ るいは英知にもとつく 「完美目標」 (りっぱな目標)を 具備 したものであると

いう。たしかに 「理信」や 「完美 目標」を備えることは宗教存在の重要な要素だが,

それらはあ くまでも一要 素でしかない。人類社会における宗教の存在にはおおかた3

種あって,第1は 個人がいかにして生きるかという 「生存機能」,第2は 社会にどう

適合してゆくかという 「整合機能」,そ して第3に は,世 界をどう認識するかという

「認知機能」がある,と いうのが一般的な説である。高名な学者たちの唱える宗教存

在の重婁性は,「 認知機能」の一部であって,か えって偏 った見方になって しまって

いる。科学技術が発展すれば,人 生問題や社会問題が解決されるのではなく,か えっ

て新たな宗教的難題をかかえこむことに もなる。むしろ現代の宗教存在にとって重要

となっているのは 「生存機能」や 「整合機能」であり,こ のような機能を併せ もつ歴

史的所産としての宗教を,「 迷信」とどうして認定できるだろうか。 目のまえの宗教

現象は,ま さに文化史や社会生態の観点にた って,考 えるべきなのである[李 1978:

43--441。

 いわゆる成立宗教がもっているところの世界観や知識も,1つ の知識で しかないと
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みているわた くしにとって,「 理信」や 「正信」と自認する宗教を,李 ほど容認する

ことはできないが,目 のまえにある宗教問題に敢然と答えようとする李の姿勢そのも

のに賛意を評したいと思う。まさにわれわれは,歴 史的に形成 されてきたあ らゆる知

識と,現 在社会が共有 しているところのあ らゆる知識を是認 し,こ れを民俗知識とし

て理解 しようとしているか らである。

 ところが最近,大 陸中国において1つ の知識革命が生 じている。カプラの枠組にお

いて,人 類精神に合理的 ・科学的知識と直観的 ・宗教的知識があるとすれば,近 代以

来,〈 風水知識〉は後者に属するものとして,研 究者の 「知識界」からも 「迷信」視

されたきたわけだが,逆 に く風水知識〉は前者の知識に属するとして,再 認識する傾

向があるのである。それはヨーロッパや日本における中国医学の再認識と,お そ らく

軌を一にするものであろう。 その 知識革命が,大 陸中国の 政府広報紙にもひとしい

『人民日報(海 外版)』 に転載 された記事によっているか ら,わ た くしの驚 きはなお

さらであった。 その記事は 「〈風水〉と新興の環境地理学」と題 して,ほ ぼ以下のよ

うな内容を紹介している。

 〈風水〉というこの言葉は,長 年のあいだ迷信の色彩を塗 り重ね られてきたが,最

近北京で行なわれた中国気功科学研究会理事 。張恵民の講演を聴いてみると,中 国古

代文化がじつは豊富な科学的内容を蓄え含んでいたものだったことがわかった。 〈風

水〉もまたその1つ である。いわゆる 〈風水〉が良いとか悪いとかいうのは,実 際に

は人間と経済に与える地理的環境の影響の良 し悪 しのことを言 っているのである。い

ま各地でおきている隼活上の不可解なできごと・たとえば一定の場所での交通事故の

多発とか,あ る深夜時間帯での子供の夜泣きの多発であるとか,熱 発患者が引越 しす

ると自然に熱がとれて しまうとか,方 形建築を円形に建て直すと財運が好転 したとか,

各地のそれ らの因果のわからぬできごとは,よ く調べてみるとみな,地 理的環境の人

間の生理や心理に対するただならぬ影響だったのである。中国古来の 〈風水学〉によ

れば 『山環水抱』の環境にはかならず気が作用 してお り,気 が作用すれば万物の旺盛

な発達をうながすことを説いている。考えてみれば 『山環』の地形は防風防砂の役目

を果たし,そ れは作物の生育に有益である。また 『水抱』の地形は陸上交通が未発達

な時代には,舟 運や灌瀧の悩みを解決していたのである。どうした 〈風水〉観法の再

認識による新興の環境地理学研究は,す でに国外で盛んに研究されているが,中 国で

は延々と続いた封建時代に,す でにこのような素養を流布 し蓄えていたのである。 こ

の 〈風水〉を現代科学でとらえなおし,そ の本質を究めることこそいま重要である…

… [張 1988:8] 。
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 大 陸 中 国で,今 度 は く風水 〉 を 科 学 的 に再 認 識 す る,あ る い は科 学 と して 再 興 させ

る とい う動 きが 始 ま った か の よ うであ る2)。 しか し,〈 風水 〉 を科 学 と して み る,い

な 「科 学 ら し き もの」 と して み る とい うと らえ か た は,い まに 始 ま った もので は な い

[ie. EIT肌 1883;DE GRooT 1897;NEEDHAM&WANG l956;FEUCHTWANG

l972;ROSSBACH 1983;Ho I985な ど]。 〈風 水〉 を 学問 的 対 象 と して早 期 か ら こ

の独 特 の 思 想 を,世 界 に 紹 介 して きた の は む しろ ヨー ロ ッパ 人 た ち だ った[渡 邊

1988b]。 なぜ な ら 〈風 水 〉 の論 理 が,ヨ0ロ ッパ の 〈科 学 〉(science)に 酷 似 して い

た か らで あ る。 した が って 〈風 水 〉 を して か れ らは,「 中 国科 学 」 だ とか 「疑 似 科 学」

な ど と称 して きた。 ひ ろ い意 味 で 〈風 水〉 を 「科 学 」 と して 理 解 して きた こと は,こ

れを 「迷 信 」視 す る よ りは るか に そ の 内容 の理 解 に 役 立 った。 い ま で は 大 陸 中 国 は別

と して,な る ほ ど 中国 科 学 技術 史 の 正 当な1項 目に,〈 風 水〉 の名 があ げ られ て い る

[ex. NEEDHAri1&WANG l956]。 〈風 水 知 識〉 を ヨー ロ ッパ科 学 の 基 準 に そ って 再

分 析 し再 評 価 す る こ と も,ま た 今 後 も継 続 して み れ ば,有 益 な 知識 交流 と な るか も し

れ な い が,わ た く しは,〈 風 水〉 を ヨー ロ ッパ 科学 に照 ら して 「科 学 」 だ とす る傾 向

に も,あ ま り賛 成 で きな い。 た しか に 〈風 水 〉 判 断 は,「 科 学 的」 に証 明 し うる多 く

の 因 果論 を 含 ん で い る。 造 形 空 間 の 立 地 論 か ら治 山 治 水事 業 の プ ラ ンに いた る まで,

きわ め て合 理 論 的で あ り,ヨ ー ロ ッパ 科学 と結 果 を 同 じ くし うる3)。 しか し 〈風 水〉

固 有 の 観法,す なわ ちた とえ ば吉 地 を 「金 鶏 抱卵 形」,「飛 鳳 帰 巣 形 」 な ど と判 断 した

り,住 宅 居 住者 の 生 年 や 建 立 日時 を 勘 案 して,吉 方 を 「辛 巳辛 亥分 金 ・水 納 陽火 ・丁

亥 丁 巳分 金 」 な ど と判 断 す る こ とその もの は,ヨ ー ロ ッパ起 源 の 「科 学 」 とは お よそ

無 縁 で あ るか原 則 を 異 に して い る。 〈景観 の ゲ シュ タル ト〉を 観 よ う とす る 〈風 水 〉観

法 は,「 科 学 」 の よ うに 〈分 析 的〉であ る よ りむ しろ 〈統 合 的〉判 断 に よ って お り,所

応 ・感 応 に も とつ く く風 水 〉 判 断 は,ま た は るか に 〈直 観 的〉 で あ りか つ 〈審 美 的 〉

なの で あ る[CL NEEDHAM&WANG l956:403;郭 ・堀 込 1980:219]。

 以 上 の よ うに 考え る と,〈 風水 〉 を 「科 学 」 で あ る と認定 す る こ とは,そ の結 果 と

して 「科 学 」 と共 有 しう る 〈風 水 〉の 部 分 的 知識 しか 理 解 で きな い ことに な り,そ の

理 解 は結 局 の と ころ 〈風 水 知 識 〉 の体 系 を分 断 し,そ れ を 「迷信 」 視 す る こ と と同 様

2)〈 風水〉を して 「科学」だ と規定 しているのは,な にも研究者 だけではない。 その点で興味
                     ムプンス       ムカバク

 深いのは,韓 国農村である。多 くの老人たちは,〈風水〉は 「真の科学」であるといい,一 般 の
         0:シ ン                                            の

 人 びとも〈風水〉は 「迷信」ではない,と 考えて いると言われ る[BRANDT 1971:84,179]。 た

 だ し韓国のこの例の場合,ヨ ー ロッパでいう く科学〉とは意味がちが って いて,〈 風水知識〉の

 別名と しての 「科学」 と考えてよいであろう。

3)東 洋 に合理 的知識があるな ら,ま た ヨーロ ッパに も直観的知識のあ ることを,カ プラは認め

 て いる。本文 中では ヨーロ ッパ的知識 一合理的知識 東洋的知識 一直観的知識 としているが,

 それは環境認識 に対する主た る傾向にす ぎない。
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に,み ずからの価値基準をもって理解するに終わるのである。たとえば,中 国科学に

比類なき洞察をほどこして世に知 られたニーダム(J.Needham)で さえ,〈 風水〉は

中国人に対 してはなはだしい 「科学的」利点をもたらしたが,他 の点でははなはだし

く 「迷信的」な体系に発展した,と 述べている[NEEDHAM I986:403]。 〈風水〉を

「科学」視することも 「迷信」視することも,同 等の視点にあることの証左であろう。

〈風水〉を理解するには,〈 風水〉か ら考えはじめねばならない。 〈風水〉は く風水〉

であって,そ れ以外のなにもので もない[渡 邊 1988b]。 いいかえれば,わ れわれが

〈風水〉を理解するには,〈風水知識〉を もつ相手と,そ の知識を共有せねばならない,

ということである。 すなわち,沖 縄における 「文化討論会」で,陳 が 「『三合院』住

宅と 〈風水〉は関係ありません」としたのは,陳 自身のもっている知識が両者の関係

を否定 しているのであって,泉 州市付近の人びとがもっているであろう知識とは,お

そらく別のものだっただろうということである。

IV.住 宅 と 〈風水〉 「陽宅」 の理念

 〈風水説〉では人間の住まいである住宅を 「陽宅」といい,祖 先の棲家としての墳

墓を 「陰宅」という。これについてわた くしはすでに紹介ずみであり[渡 邊 1988b,

1989a],本 稿では重複解説することをさけることにする。 福建省や台湾省など,〈 風

水〉では内外でつとに知られた地域で,〈 風水〉観法がなぜ,ど のように一般住宅の

建築工程や日々の生活に応用されているのか,理 解することはきわめて容易である。

陳の説明にあったように,〈風水〉によらないか ら家屋建築は土地の形や道路や門の

位置が重要な判断材料となり,「三合院」住宅は 〈風水〉 と無関係なのかどうなのか,

この地域の 〈風水〉理念とその実際を知ることによって,十 分検証することができる

であろう。そこで以下では,ま ず 〈住宅風水〉の基本理念を知り,あ わせて次章以降

で事例を掲げて,〈住宅風水〉のありようを理解することにしたい。

 前章で触れた 『辞典』類にも掲げてあったように,〈 風水〉は生者のみならず死者

もまた,現 世 ・来世でいかにして安寧な生活が送れるかという目的のもとに,考 察さ

れた郭瑛の 『葬書(葬 経)』以来の思想であると,0般 にいわれている。 気(生 気)

に乗ずれば祖先は安ん じ子孫は栄えるというこの〈風水之法〉を,「陽宅」に焦点をあ

てて理解 しようとするがために 〈陽宅論〉の研究書,関 華山の研究[関 1981:186-

191]と 董芳苑の研究[董 1988:56- 61]を 主に参考にしながら,そ の理念をまず紹

介しておくことにしたい。
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 〈風水〉の原則は幽明(あ の世とこの世)を 分かたず,ま た現世の都市か ら個人の

命運まで,そ のレベルを分かたず,あ らゆる現象を0元 的に説こうとする点で,い か

なる く風水説〉といえども大原則として同じである[渡 邊 1988b:89]。 大原則は同
                               けつ

じなのだが,そ の下位 レベルでは,た とえば 〈墓地風水〉は山岡に 「穴」を求あるの

に対し,〈住宅風水〉では平地にその多 くを求めねばならないなど,双 方の 〈風水〉観

法はおのずからその判断の重点がちがって くる。山間に多 くの吉地を求める 〈墓地風
                   やまなみ

水〉では,し たが って第1の 重要な判断は山脈の形態であり,地 質 ・水流そして方位

などへと及ぶ。 が,〈 住宅風水〉では住宅建築の多 くが平地でなされるわけであるか
         やまなみ

ら,水 流はあって も山脈はないので,方 位判断を第1に 考えざるをえない。平地では
                                 やまなみ
一般にまず方位を判断 してか ら,地 質 ・水流 ・周囲の建物,そ して遠方の山脈の影響
                                  けつ

を含めた天地の生気の集結状態を判断 していくのである。生気の集結地点(穴)や 集

結状態がわかれば,生 気を貯える方法として,家 屋の位置 ・塀や壁 ・樹木 ・屋根型 ・

門の向きや形態 ・それぞれの造営物の寸法 ・道路と建物との関係などが判断 ・立案さ
                                   フオ ム

れていくことになる。 〈風水〉判断には大別 して,地 勢判断重視のいわゆる 「形勢学
                         プリンシプル

派」(別 名 「江西学派」とも 「輪州法」 ともいう)と,「 原理学派」(別 名 「福建学派」

とも「福州法」ともいう)と があるとされてきたわけであるが[FEucHTwANG l972:

16-18;FREEDMAN l979:322-323;デ ・ホロー ト 1986:102-104;都 築 1986:

38-39;W肌LER 1987:174-177;渡 邊 1988a:590-591],双 方の学派は判断に有

利な地形や地域を違えて,た がいに共存 しうるということになる。

 住宅建築のどこで,〈 風水〉判断が必要になるのか。建築工程は概して 「動土」(整

地)→「起基定椿」(定 礎定向)→「竪柱上楳」(柱 立て梁上げ)→「安門」(門造 り)→「作

壮」(竈造 り)→「入宅」(入 家)と いうプロセスを踏むが,こ のなかで 〈風水〉判断は

整地 ・梁上げ ・竈造 り・入家のおりに,儀 礼とともに実施されるのである。とくに家

屋が建築されるまえの判断は重要で,「 向法」つまり方位判断によって建設基準地が

決まるか ら,「風水先生」,「地理先生」,「堪輿先生」などの 〈風水〉専家は,「 羅盤」

(方位盤)を 用いて気脈を測定 し,盤 上に最適の方向を記すために一線を引き,建 築

を指導するのである。住宅の方位判断の対象で最 も重要 とされる対象は,狭 義には水

の流出口で広義には気一般の流出口である 「水口」である。気の流出口がどこである

か,地 形変化がほとんどない場合には,「五行」・「七政」(貧 ・巨 ・腺 ・文 ・廉 ・武 ●

破)・「九星」など,方 位盤上の各方位基準を勘案 して,方 向を判断せざるをえない・

気の判断には,地 流の気すなわち 「地気」はむろん重要で家屋の中央で判断されるが,

住宅全体か らして 「水口」にあたる門にある気,す なわち 「門気」もまた重要な判断
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対象になっている。家屋の 「地気」同様に 「門気」もまた,改 めて日を選び方位を判

断するなどして設定される。だから門は 〈風水〉上きわめて重要で,生 活上タブーの

集中するところの1つ となっている[c£ 林 1981:206--207]。 門に深 くかかわるく風

水〉上の判断対象は,な んと言 って も道路の走る方向である。道路が門構えと平行し

て門前を横切っているか,そ れとも門前と直角に伸びているかなどで吉凶が左右 され

るし,凶 となれば防護策として遮蔽物や呪符を設 けねばならない。方位判断のなかで

も 「東南西北」の方位基準ほどよく知 られ,東 アジアにひろく行きわたって観念 され

ているものはなかろう。 中国における都市や住宅の最も理想的方位配分 といえば,

「坐北向南」(北 を背にして南を向 く)で あり,こ れに 「罪山面水」 (山にもたれて水

に面する)と いう地形が得られれば,そ れは桃源郷にも等 しい。すなわち図1に ある

ような,前=朱 雀=南,後 一玄武一北,左=青 龍 一束,右=白 虎=西 の方位配分の シ

ンボリズムである。これに 「葬山面水」の地形配分によるシンボリズムを加えたもの

が,俗 にいう 「東辺有河流,西 辺有大道,東 方有平地,北 方有小山」の理想郷であり,

〈地霊人傑〉の吉地である[c£ 洪 1986:306;三 浦 1988:175]。

 いわゆる 「四神相応」の地としての理想郷の説明にたち入ると,〈 住宅風水〉の次

元をはるかに超えて議論が拡大 して しまうので,ふ たたび議論を 〈住宅風水〉の理念

追求にもどす。図2を みていただきたい。図2は 関華山の作図によったものであるが

[関 1988:189],こ の図は 「陰宅」すなわち墳墓の理想的 〈風水〉環 境を,簡 略化
                           けつ
して表現 したものであるという。図2に 示されるように,「 穴」を中心として正方位

の軸線があり,地 形は軸線に沿ってほぼ対称である。山岡か ら「龍脈」が貫通し,「左
              やまなみ                       けつ

龍」(青 龍),「右虎」(白 虎)の 山脈を配 している。「穴」前には 「明堂」(平地)が ひ

'図
1 理想的な住 宅の方位 配分 [董 1988:59]
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        図2 理想的な陰宅環境の簡略 図 [関 1981=189]

   けつ

らけ,「穴」後には 「楽山」(小 山)を 擁 している。 水流は平地を囲って,「 明堂」の

つきるところで結んで流出している。これが 「山環水抱」の地なのである。この 「山

環水抱」の地は,興 味深いことに住宅 ・公共建築などの,い わゆる 「陽宅」と相似形

をなしている,と 関は指摘する[関 1981:189]。 関の作図が不鮮明なので,住 宅配

置図はわたくしの図[渡 邊 1976:72]を 用いて比較 したい。 図3-cの 「五間起二条

龍」すなわち 「三合院」住宅において,図2の 「楽山」は 「正身」である。「左龍」・

「右虎」はそれぞれ左右の 「護龍」である。「明堂」は中庭(こ れを 「院子」と称する)

である。気の流出するところ,す なわち 「水口」は門である。また 「三合院」住宅は,

左右に腕を伸ばして 「左龍」・「右虎」同様に,幾 層にも 「護龍」を設けることができ

る(だ からこれを別名 「伸手」ともいう)。関の指摘に言籍 りていえば,「台湾の伝統

的な民家は,『正背』(前 後)対 称,層 々相抱の原則が,陰 宅の理念に合うように して

表わされうる」[関 1981:189-190]の である。図3-cに 代表される 「三合院」住宅

は,図2と まったく同様に生気を集結させ,風 の吹きぬけを防ぎ,風 を貯える構造に
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図3 館 内の部屋配置の ヴァリエー シ・ン [渡邊 1976:72]'
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                 けつ

なっているのである。生気を集める 「穴」は,住 宅の場合,「 正庁」にある。陰宅の

場合は墓墳内にあ って,祖 先の骨が生気に感応することにより,子 孫の繁栄を保証 し

守護している。 この原理は住宅の場合 も,ま った く同じである。 「正庁」には位牌が

祀られ,そ れが祖霊の象徴になっている。すなわち 「正庁」(仏 間)の 位牌の祖霊は,

子孫を繁栄 させ守護 しているわけである。台湾の民家で,「 護龍」というのは 〈風水〉
                              けつ

上の意味がある。 それをまた 「左龍右虎」ともいう。 「正庁」の 「穴」に貯えられた

生気は,「護龍」を伝い中庭に流れて,子 孫は生気を浴びるのである。「文化討論会」

で陳は,「位牌は家の真ん中に置 く」と称した。〈風水〉の このような原則論を離れて,

〈風水〉の論理と同等にその理由を説きうる論理がどこにあるだろうか。

 関の空間観念の考察は,ま だつづく。なぜ陰宅と陽宅とが,か くも同 じ原則を共有

しあうのか。〈風水〉の原典釈義によらず,ヤ オ族の 「国見」(風 水判断)を 紹介した

常見純一の報告[常 見 1980:202]に よりつつ,そ れを応用 して住宅空間の理念を

関は表現しようとする。〈風水説〉が一種の 〈身体論〉であることは,墓 を女陰にたと

えたり,地 形を人体にたとえたりする東アジァ各地の世界観であきらかなことだ[村

山 1931:219;仲 松 1968;フ ライ 1969;宮 城 1972;三 浦 1988:167-168

など]。その原則を,関 は老子の 『道徳経』にいう 「道生一,一 生二,二 生三,三 生万

物,万 物負陰抱陽,沖 気為和」 (第42章)に もとめているが,そ れはた しかに大原則

中の大原則で,か ような原典にまでさかのぼって説 く必要 もないであろう。そもそも

中国では,身 体宇宙と大空間の宇宙とは 〈入れ子〉的であり,気 によって関係づけら

図4 陰陽両宅の身体宇宙 [関 1981:191」
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れ た 同 じ原 則 が,地 の 宇 宙 と しての 〈風 水 〉 と身 体 宇 宙の 双 方 に 宿 るの であ る
。 だか

ら大 地 は 身 体 なの で あ り,住 宅 もま た身 体 なの で あ る[石 田 1987:158]。 した が っ

て 関 の作 図 した 図4は,原 典 の理 念 で あ る と同 時 に民 間 の 理 念:と して も聴取 しう る
,

見 近 な た とえ で あ る。 図4-aは,そ れ は 住宅 の 「三 合 院 」 で あ り,ま た図2に い う陰

宅 環 境 で あ る。 す な わ ち陰 と陽 は身 体 の 背 と正 で あ り,「 楽 山」 と 「明 堂」で あ る。 左

腕 ●右 腕 は 「左 龍 右 虎 」 で あ る。〈風 水 〉 を 理 解 す る こと は,同 時 に 中国 の 〈身 体 論 〉

的宇 宙 観 を 理解 す る こ とに も連 な る。 そ の類 同視 は 「漢 族 の 最 も 基本 的 な信 仰 」[竹

田 1983:242ユ で あ る と もい い うる。 む ろん,住 宅 の構 造 を 陳 の い う よ うに く風水 〉

以 外 か ら説 き うる こと,た とえ ば フ ォ ー チ ヴ ァン(S.D. R. Feuchtwang)や 関,お

よび わ た くしが 唱え た よ うに[FELICHTWANG l974;関 1981;渡 邊 1982
,1988c],

神 明 一 祖 先 一鬼 魂 の 棲 み分 けの 理解 に よ って も,そ の構 造 が理 解 しう る。 しか し,こ

の よ うな 〈宇 宙三 界 〉 の漢 族 の宗 教 的世 界 観 もま た,〈 風水 〉 とそ の大 原則 を共 有 し

て い る体 系 だ。 す な わ ち 〈霊 魂〉 の変 化 か 〈気 〉 の 流 れ か,漢 族 の 知 識 は万 物を 動態

的 に 捉 え る ことで 同一 で あ り,か く して 〈住 宅 風 水〉 が あ るの で あ って,そ れ を 見 失

な って い て は,泉 州 市 の 歴 史 的 建 造物 の なに もの も理 解 で き な いで あ ろ う と,わ た く

しは 思 うの で あ る。 か く して 「三合 院」 ・「四合 院」 住 宅 と,〈 風 水〉 の相 関 図が 成 立

す る[郭 ・堀 込 1980:226;渡 邊 1988b:89]。

V.住 宅 と 〈風水〉.台 湾省 の事例瞥見

 本稿は0貫 して,沖 縄県浦添市で行なわれた 「文化討論会」での討論者に対する応

えのために用意されている。 なんにしても陳が,「 三合院」住宅と 〈風水〉とが無関

係であるとしたうえで,〈 風水〉判断で重要な住宅建設のキイ ・ワー ドを説明してい

たものだか ら,た いへんなショックを受けたことは確かである。あたか も自分の家は

住宅ではありません と否定 しておいて,家 にある居間や仏間や台所や寝室を説明 して

くれたようなもので,そ れでは住宅という以外なんと説明されるべきなのか,読 者に

疑問を残 しておいて討論が終了 したようなものである。わたくしはそれを住宅とよぶ

原則論と知識を紹介 しつづけているのであるが,原 則論(理 念)だ けで も十分な説得

力があったであろうことは,前 章のすべてが陳の説明をなぞっていることでおわかり

であろう。 しか しわたくしの議論はさらに進んで,そ の具体例へと及ぶ。

 〈陽宅風水〉の事例に関 しては,わ た くしはすでに台湾省屏東県の事例を 示しなが

らくわしく解説 したことがある[渡 邊 1988b:91-93]。 わたくしが解説した事例は,
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もとより 「風水先生」から聴いたものではない。 〈風水知識〉の専家か ら聴いたもの

ではなくて も,建 築工程から住宅建築の配置 ・形態,さ らには住宅内の一家の棲み分

けまで,一 般人といえども く風水〉の原則を熟知していて,わ れわれにその原則と実

際とを解説 して くれるのである。その知識の出所こそ,話 者の住宅建設にたち会った

「地理先生」の ものだったが,「 地理先生」が語ったことを積極的にわれわれに解説

して くれるほど,住 宅の形態は人びとの将来の生活の吉凶を左右するがゆえに,記 憶

にとどめておかねばならない原則だったのである。一般の農家に深い影響を及ぼして

いる 〈住宅風水〉の実例を紹介するにあたり,ふ たたび屏東県の事例を述べることは

避けることに し,そ の類例を他の報告書からもとめて紹介することに しよう。台湾の

住宅と 〈風水〉との関係を,比 較的くわ しく報告 しているのは,国 分直0の 報告[国

分1968]と 潮地悦三郎の報告[潮 地1987]で ある。 両者は閲南系農家の構造につ

いて,1944年 ～45年 の戦中期に調べたものでありながら,〈風水〉を過大視することな

くまた文献知識によることな く,帰 納的に 〈風水〉が住宅にいかに関係 しているか調

査報告 しており,い まもって貴重な報告となっている。なお両報告書はそれぞれ別 々

の刊行物であるが,両 者は共同調査によって同じ報告を載せている。2人 が調べた地

域は台北盆地一帯であり,こ の地域はとくに強調 しておくと康熈47年(1708年),泉                                     ●

州 人 に よ り開拓 が は じめ られ た と ころで あ る[潮 地 1987:106]。 した が って 住宅 建
     

設を行なうその建築技術も,そ れにともなう 〈風水知識〉 も,福 建省泉州か らもたら

されたものであろうことは想像にかたくない。 以下,両 者の解説を追いつつ,〈 住宅

風水〉の実際を簡述 してみたい。

 民家の材料 ・構造 ・様式が,地 理的社会的環境に制約 されることは,台 湾の民家に

も十分あてはまることだという。台北盆地ならことさら台北市を中心とした都市建築

の影響があ って もおか しくはない地域だが,い まから40数年前にあって も,'その建築

プランは過去そのままを伝えており,と くに く風水思想〉から永 く脱するこ.とはでき

ず,そ の影響が根強く工匠の技術を支配 してきたことを,両 者は認めている[国 分

1968:169;潮 地 1987:116]。 ただその 〈風水知識〉は,わ たくし自身が聴取 した

現代台湾の例とほぼ同様に,農 家の人びと自身の体系的知識であるというより,「 建

築をなす場合に地理師(堪 輿師ともいう)に 依頼 して地脈を選んで もらい,工 匠が古

い習俗に従 ってこれを建造 してゆ く」[国分 1968:196-197;潮 地 1987:140],と

いう知識の分業下で生かされている。いちばん 〈風水知識〉が生かされて,か たちと

して温存されている家屋の部分 といえば,そ れは屋根の形態と間取りの配置であろう。

それは 〈風水説〉のなかでも 「龍脈思想」による。
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 まず屋根の形態に関してであるが,こ の 「龍脈思想」が反映 して,「正身」(以下図

3参 照)の なかの部屋1庁2房 の棟を最も高 くし,そ の左右は1段 低くし,さ らに

「護龍」を左右か ら前方に伸ばすときには(図3-c参 照),「 正身」か ら最も遠い最端
                       ロツウリエン
の部屋の屋根を最も低 くする。 この 「護龍」の棟を 「暦龍」と呼ぶ4》。 一般に く風水

説〉では 「龍」は 「山」にたとえられるが,こ の場合は 「気」および気の流れるとこ

ろにたとえ られているといってよい。 「正身」は別名 「龍身」というし,腕 のように

して 「正身」か ら前面に伸びる棟を 「護龍」とか 「伸手」と称 しているわけだが,そ

れぞれ 「龍身」 (気のあるところ),「護龍」(気を護るところ)と 解 していけば,〈風
                            ロツウリエン

水〉用語がなにを実際に指示 しているかが,わ かるであろう。「暦龍」とはすなわち,

家屋で気の流れるところの意である。〈風水〉観法か らみると,「正身」から発 した気

(龍脈)は,「 護龍」を流れてい くことがわかる。なぜ 「正身」の屋根が高く,「護龍」

に至ってしだいに屋根を低 くする構造を取るのか,そ れはあたかも水が高きから低き

に流れていくように,気 流の流れの秩序を表現 しているからである(写 真1参 照)。
                         コチアテイア

 間取りの形態 もまた同様である。 「農家の間取りは常に正庁を中心としてその左右
                 ロトアパン         ロジイパン

に房間があり,向 かって正庁の右隣が大房で,左 隣が二房である」[国分1968:192;

           写真1台 湾 民 家 の 屋 根

写真左側が 「正身」で,右 側が 「右護龍」。「正身」に近い房ほど屋根が高く,遠
ざかるにしたがらて低くする。       [台湾省屏東県 渡邊欣雄撮影]

4)ル ビその他の発音表記で,ロ 印は閾南語,△ 印は韓国語 の発音であることを示す。なお発音

表記をカタカナ表記で記す理由につ いては,既 発表の拙稿[渡 邊 1980:8-9]を 参照のこと。
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潮地 1987:136](図3-a参 照)。 以下,国 分 ・潮地両者の間取りの説明をそのまま

引用 しておこう。

 「この3室 は同一の高さの棟を有し,0家 中のもっとも高い棟である。さらにその

両端に落敷と称 し,左 右各1室 を有する場合には,上 述の3室 よりも棟を一段低く造

る。その左右の室は大房の右を左五間,二 房の左を右五間とする。かかる1庁4房 の

形式を五間起という(注:図3-b)。 これらの左右の片流れの屋根を持つ座仔(注:

左五間 ・右五間の位置)を 接続させた間取をそれぞれ,三 間起落座起と称する。 こう

いう正身(圏チアシヌ,主 屋)だ けの建てかたも,家 族の増加を予想してその準備が最

初から用意されているのである。……護龍を設ける用意が,建 築当初からなされてい

る。護龍を正身の両端から前方に出すと凹形になる。正身の間取は結局部屋を1列 に

並べたものであり,護 龍は正身をさらに延長すべきを,地 面の関係でそれを曲げて四

角の面積のなかにまとめたものと考えてよい。正身を折曲げたと考える根拠は,護 龍

の各房が中庭に面し,間 口が狭 く奥行が深いことである。っまり台湾の農家の間取は,

もっと簡単な基本型の延長にすぎないことが判明する。護龍がさらに建増されて,左

右におのおの3棟 並行することがある。こうなるとそれぞれの内側から,内 護,外 護,

第三護,ま たは三条龍 と呼ばれる。間取と家族の配置との間にも,長 幼の別が明らか

に表われている。すなわち大房には家長夫婦と子どもが,次 房には家長に次 ぐ者の夫

婦と子ども,そ れ以下順次に各房を占めていく。であるか ら房は家族の単位をなし,

0つ の家庭とも見 られるが,子 どもは少 し成長すれば,祖 父母の房や他の部屋に移さ

れて,実 際は夫婦の寝室なのである。祖父母などの房は隠居部屋として,多 くは護龍

の端などにあてがわれる。こういう彪大な大家族を生活面において統0す るものは,

炊事場である。炊事場は一家の中心であって,各 房の主婦が輪番に炊事に当たること

になっている。財産を分割 して分家することは,一 家内においても行なわれるが,そ

のときは経済を異にするから,炊 事場 も別に設けられる。それで炊事場の数によって,

その家族の数がわか るわけである」[国分 1968:192-194;潮 地 1987:136-138]。

 屋根の高低から家屋配置,家 屋配置から部屋配分,さ らに部屋配分か ら家族の棲み

分け,家 族の棲み分けか らその動態に至るまで,原 理 ・原則を同 じくして生活に深い

影響を与えているのが 〈陽宅風水〉であり,気 の流れは屋根の高低のみならず部屋配

置上の優劣,家 族の長幼の序にまで も及んでいる5》。 むろん現実は,か ならずしもこ

5)館 内の親族関係 を秩序づけるのは,一 般に く儒教思想〉 の影響だ とするのが常で ある。た し

 かに 〈風水思想〉 と 〈儒教思想〉 とは別個にまず は考えるべ きであ り,そ の成立年代 もはるか

 にちがう。 しか し両思想はま った く影響 しあわなか ったわ けではない。 とくに思想 としては新

 しい 〈風水思想〉に,〈儒教〉の与えた影響は少な くなか った。 とくに宋期以降 の く風水書〉 に/
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の 原 則 どお りに生 か され て い る とは か ぎ らず,そ の ヴ ァ リエ ー シ ョンは豊 か だが[渡

邊1988b],国 分 や潮 地 の報 告 が,か れ らの分 析 を 純 粋 に載 せ た もの で は な く,話 者

の 知識 を反 映 した もので あ る ことに 意 義 を認 めて お きた いの で あ る。 話 者 の 知 識 が 家

屋 配 置 ・部 屋 配 置 の 〈風 水 〉か ら,親 族 関係 の 秩序 へ と及 ぶ な ら,従 来 とか くそ れ らの

配 置 と親 族 関 係 との 相 関に 主 眼 を 置 い て 終 わ り が ちだ った 社会 研 究[ex. FREEDMAN

l958:46-50;Hsu I971:50-53;WANG l974:184-185]も,〈 風 水〉の 原 則 理 解

を 媒 介 に して,さ らに地 的宇 宙 全 体 との 関係 に お いて,再 考 され る よ うに な るで あ ろ

う。

 台 湾 の 農 家 住宅 と く風 水 〉 との 関係 を ま と め るた め,そ の図 面 を 紹 介 す る と図5,

図6,図7の 諸 例 を得 る。 図5は 潮 地 の 解 説 で は[潮 地 1987:140],「 龍 脈 」 の上

に 農 家 建 築 が な され た 例 で あ る とい う。 ま さ に山 を 背 に して 平地 に 面 し,住 宅 は 「正

庁 」 を 中央 に して 左 右 に 「護龍 」 を 伸 ば して い る。 図6と 図7は 郭 中端 と堀 込 憲 二 の

調 査 に よ って い る[郭 ・堀 込 1980]。 図6は 図5の 平 面 図 に ほぼ 匹敵 す るで あ ろ う。

両 者 の解 説 に よ る と,「 住居 の周 囲 は風 水 思 想 や 防禦 のた めに,建 物 の後 方 は刺 竹 林

や 山 で 囲 わ れ,前 方 に は 〈風 水 〉 池 を配 して い る」[郭 ・堀込 1980:178]の で あ

る。 図7は 今 度 は概 念 図 な が ら,図6の 側 面 図 に 匹敵 す る もので あ る。 〈風水 〉 の理

想 は 「… … 南方 有 平 地,北 方 有小 山 」で もよ いが,で きれ ば 「葬 山面 水 」 に した い。

人 工 的 に 民 家 の 〈背 〉・〈北 〉 に 小 山 を築 くか,〈 正 〉・〈南〉 に 風 水池 を 設 け る例 も数

多 い 。 この よ うな具 体 例 は,台 湾 に いた って豊 富 で あ るが,さ て 大 陸 中 国 で は ど うだ

図5 台北市下 内哺陳財旺氏住居正面 図 [潮地 1987:140]

はなはだ しい。まさにそのころの再刊本であろう 『葬経箋註』 には,孔 子の言葉 か ら 〈風水〉

が説かれてい る[郭 1987:1]。 親族 関係における 〈輩行 の序〉・〈長幼の序〉を掲 げてい る現代

書 は,ま してや はなはだ しい。また,部 屋 の配置か ら親族関係 の秩序を説 く話者 の話か らは,

両思想の分別な ど思 いもよ らぬことである。
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0

図6 大漢の農家 平面図(上)と 配置図(下) [郭 ・堀込 1980=177]

図7 風水か らみ た台湾肇家の環境構成 [郭 ・堀込 1980:214]
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ろ うか。

VI.住 宅 と 〈風水〉 福建省の事例瞥見

 主として福建 ・広東両省からの移住者たちで占められている台湾のその漢族の 〈風

水知識〉は,そ の淵源が大陸中国に発 していることは言うまでもない。だか ら 〈風水

知識〉の住宅への応用の具体例を,香 港は別として福建省 ・広東省などの東南中国に

もとめたいわけであるが,現 時点ではなおまだその困難さはなかなか解消しない。第

皿章で少 し触れたように,大 陸中国では公式見解としては,〈 風水〉はいまだに 「迷

信」だからである。が,逆 に 〈風水〉を 「科学」視するという動きもあることはすで

に紹介したとおりであ り,『人民日報』の最近の新聞記事は,〈風水〉を学問的対象に

しようとする点では,わ れわれの期待に一歩近づいたものであり,大 陸中国における

〈風水〉研究の今後の発展を示唆するものである。かようなおり,み ずからの調査研

究は不足しているが主として東南中国を視野に置きつつ,〈 風水〉の理念的特徴を実

際例に適用 して解釈 しようとする何暁所の研究[何 1988:116-133]な どが 出て き

ており,そ れだけで沖縄県浦添市における 「文化討論会」の,あ のあいまいな発言内

容を払拭するだけの期待と効果をもっているように思われる。何の 〈住宅風水論〉の

0部 はのちほど借用することにして,福 建省全体の 〈住宅風水〉の特徴に関して,高

明,王 乃香,陳 鍮の3者 の指摘からその概略をつかんでおくことに したい。

 「かつて住宅建設地を選定する場合,福 建省ではいまだに 〈風水〉という迷信の影

響を受けていた。その土地を選定 し住宅を建てるときには,ま ず人に依頼 して地を相

し,〈風水〉を判断 して陰陽五行を定めたのである。説によれば,『門前に水があれば,

財源は豊かになる」という。『正門に水を迎えて開け,河 の上流に向いておれば,財

力を与える源が招来することを意味する』。だから,家 の前に水のない多 くの民家は,

土を穿って池をつくり吉兆獲得の手段としたのである。また正門が大路に面すること

もまた,『 吉利生財』(吉兆財を生む)を 意味 した。家屋が真南に向かっておれば,『人

丁興旺』(人材[男 子]輩 出旺盛)も 可能だった。ゆえに多 くの住宅建築はみな,北 を

背にして南に向 く様式で,こ れはまさに人びとが日当りの良い方向に面したいとする

需要に合致するものだった。 山地に建てた住宅は,『 山口』のあるところに向か って

門を設ければ,『風水が好い』とされ,通 風にも利便であった。 棟を連ねる家屋の向

き,家 屋の寸法,家 屋の高さや棟の数,方 位や位置,庭 の囲みかたなどみな,『 風水

先生』に聴いて決めるという習慣が,い くつかの地域ではなはだしかった。自分の家
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のために好風水をえ らぶ こと以外にも,自 分の住居が原因で他人宅の 〈風水〉を破壊

しないよう配慮することも重要で,争 議をひき起こして械闘にいたらしめないよう配

慮することも必要だった。 だから,自 分所有の住宅がみなすべて,〈 風水〉の好条件

にあ っている,と いうわけにはいかなかった。だから,さ まざまな理由で,〈 風水〉の

好条件にみあう住宅が造れないときは,自 説をうま くこじつけて救済策を講 じ,自 在

に吉兆を得ようとして きたことも事実である。 だから,〈 風水〉・〈相地〉の考えかた

は,は っきりと迷信の色彩を持っていた。いわゆる く吉〉の条件は,た えず取水に便

で交通が利便で通風が良 く,向 きが良好であるところなどであり,し たがって,人 び

との要求に条件が合 う好地をもとめての争奪を許 してきた。しかし,何 千何百年来の

経験を積んで,代 々伝えて きた福建省内の民家の土地選定 ・住宅建築については,非

常に高い実績を成就して きた。その成功例を挙げるにいとまがないほどである。かれ

らが方位盤を用いて方位を定め,地 形を判断し山水を択 し風向を測 り水勢を観察する

など,一 系列の鑑定を行なった後は,選 んだ地形の数多 くがす ぐれた自然条件をもち,

かつまた環境にほどよく調和 していたのである。民家建築の大部分が,北 に位置 して

南に面 し,風 を背に して陽に向かい,山 に依りかかって水に面 し,路 に沿いまた橋頭

をあたりに建てている。地形が限られ面積が狭いところで も,工 夫をこらして以上の

ような要求を達成 しているのである」「高 ・王 ・陳 1987:ll]。 e

 ほぼ福建省内各地の民家の特色を,以 上のように紹介 した高 ・王 ・陳の民家調査で

は,残 念ながら個々の民家採取例に 〈風水〉に関する民意を聴いて,そ の実例を紹介

したものはない。が,わ れわれ素人がかれらの採取図面を判断 しても,関 が指摘 した

台湾 〈風水〉民家の特徴である 「正背 ・対称 ・層 々相 抱」の原則[関 1981:189-

190]は,福 建民家のどれ1つ をとっても具備 していないものはないように思われる

のである。高 ・王 ・陳の3者 が福建民家の代表例とするものを,こ こに採録 して解説

をくわえてみよう。〈風水〉の説明こそないが,内 容を台湾 〈風水〉民家と比べてみる

と,ほ ぼ同じだ,と いうことがわかろうかと思う。現在福建省では,人 びとか ら 〈風

水〉の説明がなされないとすれば一 いや実は後述するように,〈 風水〉観念は健在

なのだが,そ こは研究者側の知識による一,こ れを 〈風水〉判断後の住宅設計プラ

ンとするわけにはいかないが,さ きの3者 の 〈風水〉解説を紹介しておいたように,

〈風水〉の影響は存在したのであり,現 在の社会主義思想下の 「科学」的解釈ではな

く,民 家理解にとって重要なのは,住 宅建設当時の過去の設計プランであろう。この

点を念頭におきながら,具 体例を瞥見 してみたい。

  「図8は,福 建省古田の,あ る民家の平面図と外観である。図にみるごとく,こ の
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図8 福建省古 田の民家平面図 と外観 [高 ・王 ・陳 1987:27]

民家の軸線(そ もそも軸線 とはなにかについては図2お よび図4を 参照の こと)に そ

って,大 門(正 門),主 庭院(前 庭),主 庁堂(中 央正堂),后 庭院(後 庭),后 庭堂(後

部の堂)が ・一直線に並んでいる。なかでもひときわ高 く大きい建物が 『主庁堂』で,
  やかた

この館の中心である。 『正庁』を対称軸としてその両側には,年 輩の人びとの居住部

分 『大房』がある。以下,上 下両層に分かれている。 『主庭院』は 『主庁堂』の前に

あ り,そ の両側には一般居住用の 『房』がある。それ らの 『房』のある家屋は 『主庁

堂』に比して小さく,装 飾も簡単である。 『主庁堂』をぬけて奥に入ると 『后庭院』

があり,そ の正面には2階 建ての 『后楼』がある。1階 は 『后庁堂』でその左右には

貯蔵および雑用のための 『房』がある。2階 は居室であり,ま た 『后庭院』の両側は

『厨房』(台 所)と なっている。『主庁堂』は 〈敬神祭祖〉の場であり,ま た賓客をも

てなし婚礼葬儀などを行なう場である。だから比較的高 く大 きく,装 飾も豊かなので
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ある。以下,房 舎は 『長幼の序』『男尊女卑』の原則にもとつ く習俗が付帯 している。

また家屋配置には 〈中軸対称〉・〈主従分明〉の伝統的原則があり,福 建の民家建築の

特徴を充分に表わ している」[高 ・王 ・陳 1987:27]。

 上記の説明は,台 湾の 「伝統民家」とされるものの諸原則と,寸 分異なることはな

い。 福建省北部のこの古田の民家もまた,「 正背 ・対称 ・層々相抱」の原則にもとつ

く民家で,あ わせて家屋および親族関係の 〈主従〉〈長幼〉などを表現 している。 も

っと く風水〉判断の結果であろうことを劣々とさせているのが,図9の 民家であろう。

これは広東省に近い福建省南部永定の民家(土 楼)の 例である。この家 屋 もまた,
                                 やかた
〈中軸 対 称 〉・〈主 従分 明〉 な どの 原 則 に よ り成 りた って い るが,と くに この 館 の 場合,
やかた                           やかた

館の 背 後 に 「弧 状 形の 囲 み 塀 」 と館 の前 面 に 「半 円形の 魚 池 」 の あ る こ とが 特徴 で あ

る[高 ・王 ・陳 1987:28]。 図9を 台 湾 の 民 家 例 図5・ 図6・ 図7と 対 照 させ れ ば,

〈風 水 〉 プ ラ ンの なに を 象 徴 した もので あ るか が わ か るで あ ろ う。 しか しも っと 的 確

な の は,図9の 平面 図 に ほぼ そ っ くりの図 が 『陽 宅 会心 集 』 と い う 〈風 水 書 〉 に あ る

とい う指摘 だ[何 1988:118]。 わた く しは この書 を入 手 して い な い の で,く わ しい

図9 福建省永定地区のある 「土楼」の平面図と外観 [高 ・王 ・陳 1987:28]
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ことはわからないが,な らば図9が 〈風水〉プランによるものであることは確かであ

る。 『陽宅会心集』に記載された住宅図と,主 として福建省内の民家平面図とを比較

考察 した前出の何の説くところによると,目 下のところ,自 分(何)が 掲げた平面図

が・〈風水〉によることを明らかにできないが,〈風水〉が福建各地にあるような民家

の構造と形式を,普 遍的に採用することを促進させたであろうことは,想 像可能だと

している・というのは,東 南地区の農村住宅は,家 屋配置 ・植樹に対する配慮という,

住宅環境整備を一致 して実施してお り,住 宅の位置 ・方向 ・寸法 ・土地条件などもま

た・慎重な配慮を行なってきているからである[何 1988:122-123]。

 何の予測を裏づける有力な資料が,こ こにある。茂木計一郎ら東京芸術大学中国住

居研究グループによる,福 建省民家の詳細な調査報告がそれである。調査報告は主と

して 「環形土楼」 (図10参照)に 関するものであるが,〈 住宅風水〉に関する資料と

しては注目に価する。中国の民家を一般に 〈方形住居〉と考えてきた研究者たちにと

って,こ の 〈環形住居〉は茂木のいうように,「 なぜこんなに大きくて,な ぜ丸いの

か」という疑問を当然よび起こす。はなはだ興味深いのは,そ の答えのキイ ・ワー ド

は,〈 客家〉・〈風水〉・〈生土〉だったという ことだ[茂 木 1987:24-25] 。 もちろん

わたくしが注目したいのは,〈 現地で聴 くことので きた風水知識〉の1点 にある。茂

木はこの点を指摘 して,こ ういう。

 「……答えは〈風水〉だという。そ して紙を三回折 って45度 をつ くる。それに円を描

いて円周上の八つの点に門と控え壁と階段を記号のように入れる。その間を割って部

屋を描き入れる。 これがこの家で,風 水によって作ったのだ。だから建物ははじめか

ら丸いのだという・大らかな答えを もって説明して くれる。……」[茂 木 1987:27]。

 なぜ環形住居が く風水〉によってつくられたのか。このような疑問は,あ るいは愚

問かもしれない。 もともと く風水〉の理念図は,図2に 示 されていたように,む しろ

かえって 〈環形〉なのだ。中国の住宅は,〈 天円地方説〉によっていて,だ から地的

造営物は方形なのだ,と いう固定観念が,わ れわれにありすぎたのではなかろうか。

茂木の指摘を受けるように して,環 形土楼が,い かに 〈風水〉にかかわるのかを解説

しているのが・ 片山和俊の報告である[片 山 1987b:70-75]。 この報告のなかで片

山はまず,環 形土楼の多い龍岩市付近の農村が,「 環抱」の地にあることを発見 して

いる。すなわち,か れはつぎのようにいう。 「方 ・環形土楼の立地する位置も,川 が

蛇行してできた広が りや,'平地が山地に移 る地形の変 り目に多い。……その風景は龍

穴や生気という言葉のイメージを彷彿とさせる地景であった」[片 山 1987b:73]

としている。そこで問題は,住 宅を円形としたプランである。その点でまず重要なの
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1階平面図

     断 面 図

図10福 建省永定県の環形土楼の1例 [片 山 1987a:50]

は,片 山が中国の住宅プランはさまざまに分類され類型づけられているけれども,基

本的には く環形土楼〉といえども,中 国の伝統住宅であるところの 「四合院」住宅プ

ランに通 じる特徴をもっていると指摘 していることである[片 山 1987b:73]。 つま
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り・環形土楼 も 「四合院」住宅 も,わ たくしのいままでの指摘を用いれば,「 正背 ・

対称 ・層々相抱」の住宅設計の原則に違わない,と いうことを意味する。それでは具

体的に,ど ういうことなのか,そ れを片山が指摘 している環形土楼の特徴を追いつつ,

述べてみよう。まず第1に,環 形土楼は 〈囲む〉という特徴があるという。これはま

さに く風水〉にいう 「囲続環抱」であり 「相抱」である。だからむろん 「四合院」と

もちがいはない。第2に 環形土楼は 〈中軸線〉がある,と いうことである。〈中軸線〉

の設定については,す でに関の指摘を籍りて述べたところで,中 軸線は 〈風水方位盤〉

上の軸線である。第3に 環形土楼には 「天井」がある,と いう。この 「天井」とは,

「四合院」住宅でいう 「院子」(中庭)の ことである。これはいうまでもな く,〈風水〉

上の 「明堂」である6}。第4に 環形土楼には 〈ヒエラルキー〉がある,と いう。 片山

の説明にしたがえば,環 形土楼はちょうど子宮のように最内円に袋状の公的空間をも

ち,そ の周囲を半公的,さ らに外円に私的空間をもつという。まさに く風水〉でいう

「層 々相抱」の空間となっている,と いうことである。報告のなかでは十分にわから

ないが・ 円形空間内部における 〈主従分明〉,す なわちなにが主たる家屋でどこが従

たる家屋かの秩序があることだろう。 親族関係が く風水〉の体系にしたがって,〈 長

幼の序〉たるハイアラキーを成しているかもしれない。第5に 環形土楼には,2つ の

素材と構造があるという。外部の壁は土塀であり内部の構造物は木造で,防 禦に適 し

た土壁と日当りや通風を配慮した木造に使いわけられて いるという。 これは 〈風水〉

にいう 〈背風向陽〉そのものではないか。すなわち風を防ぎ日当りを考慮 しているの

である。第6に 環形土楼は,単 純な幾何形態をもち,簡 単な比例をもつという。茂木

が聴いた 「折 り紙プラン」をは じめとする,幾 何学的な建造物の寸法である。これも

また 〈風水〉による。〈風水〉によって判断される建造物は,〈風水尺〉によって測 ら

れ吉凶が判断される。国分や何らが く風水〉判断の項目の1つ として指摘していたの

は,す なわち 〈風水〉上の寸法である。最後に環形土楼には,視 界の三角形があると

いう。 いままで指摘 しなかったが,〈風水〉に準拠するのであれば,な るべ く外界に

開けた門口や窓を少な くするのが く風水〉の建てまえである[BAKER l 979:13-16]

ことをつけ加えておかねばならない。それはやは り 〈背風向陽〉の判断の1つ で,寒

気(熟)が 進入するのを防 ぐ第1の 目的がある[c£FEucHTwANG I972;デ ・ホロ

ー ト 1986;BAKER l979]
。 門から入ってみた視界がどうであるかの 〈風水〉判断

をわたくし自身は知らないが,と にかく大建造物にしては門口が狭 く,外 界に開けら

6)本 文 中で は独特 の 〈風水〉用語 について,く わ しく説明 していない。 くわ しくは渡邊[1988b]

を参照すると便利だが,さ らに くわ しくは村 山[1931],梁[1982],洪[1986]な どを参照 のこと。
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れた窓の数 も少ないはずである。片山は触れていないが,環 形土楼が く風水〉プラン

による建造物であるなら,そ のプランには最も重要な 「正背」の大原則があるはずで

ある。すなわち く坐北向南〉でもく葬山面水〉で もよいのだが,住 宅にはすべて く前〉

と 〈後〉があるはずである。片山は,環 形土楼がかならず しも南面 していない点が,

「四合院」住宅と異なるとしている[片 山 1987b:70]。 しかし,こ れには2種 の答

えがある。1つ は地勢判断重視の〈風水〉によるのであれば,北 向き住居でも く風水〉

には適 うということ,も う1つ は方位重視の 〈風水〉判断でも,〈 南〉は方位盤上の

南とはかぎらない,と いうことである[BAKER l979:14]。 われわれが判断しうる

磁針計の真南と,〈 風水〉上の真南とは異なるのである。 沖縄研究ではだから,前 者

をして 〈自然方位〉,後者をして 〈民俗方位〉と一般に呼 んで区別 して きた[渡 邊

1985:335]。 住居研究グループの報告では,そ れらのうちいずれであるかがはっきり

しない。住宅の 「正背」とは,す なわち家屋の正面と背面 との区別で,た とえば前に

は門口を設け,後 は土塀で囲んだり風水樹を植えた り小山を築いたりすることである。

環形土楼の正面門口の対極線上に,は たして裏口があるだろうか。これに関連 して,

〈風水〉上,門 口は特別な意味をもっている。 だから家屋を 〈風水〉判断すれば,ま

た門口に対 して も別個に判断 しようとする。門口と道路との関係はどうなっているの

か,門 口と水流との関係はどうなっているのか,門 口の前にどれくらいの広さの空間

があるのか,そ の方向を含あて,な べて門 口を基点とした 〈風水〉判断について人び

とに問いただすべ きだった。複数の門ロがあれば 〈主従分明〉の原則にもとついて,

門の正副があるはずであ り,ま たそれぞれの門ごとの 〈風水〉の意味づけがあるはず

である。

 以上のわた くしの指摘を容易にするのは,片 山の有力な指摘が備わっているか らで

あって,決 してわた くし自身の勝手な推理 ・推測によるのではない。民家の構造論や

立地論には,現 地でも聴きうるさまざまな理由づけがある。片山は当然さまざまな説

を,住 民に聴いたわけだが,環 形土楼の成 り立ちに関する説明のうち,〈風水〉だけ

が得心のゆくものだ った。その点について,片 山はつぎのように説明している。

 「環形土楼が生まれた理由として,外 敵を防禦するために人力を集中しやすい円形

とすると共に,夏 ・秋に多 く襲来する台風の影響を避けるためとも言われる。高 く四

角い建物は,風 災を招き易いので風当りをかわす円形ということらしい。 しか し実際

には,環 形土楼の隣に方形土楼が建っている例 も多い。そういうことか ら類推すると,

方形 ・環形の選択は合理的な理由によるのではなく,専 ら 〈風水先生〉により決定さ

れて来たと見 る方が良さそうである」[片山 1987b:73-74]。
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 まさにそう考えたほうが良さそうである。 わた くしも台湾屏東県の 「囲龍屋」(前

方後円型住居)を 訪れたとき,や はり似たような説明をうけたことがある。 しか しま

わりの集合住宅はみな,方 形住居だったのである。冷静に考えてみれば,な るほど合

理的知識だけでは,環 形土楼の説明がつかないはずである。 だか ら,〈風水〉がはた

して 「迷信」なのか 「科学」なのか,そ の評価 ・再解釈をめぐっていま揺れ動いてい

る中国で,こ のような調査報告が突如として出されたことは,あ まりにも新鮮な視点

の出現のようにわた くしの目に映る。それはとりもなおさず,わ た くしが序章で述べ

たような知識人類学的命題にかかわって くるからである。 リアリティはカプラの唱え

たように,客 観的事実やヨーロッパ的な 〈自然〉の本質に根ざして存在 しているので

はなく,わ れわれの知識の創造物なのであって,だ からリア リティは合理的知識のみ

に宿っているわけではないのである。

冊.結 論 人類学的知識の研究に向けて

 以上,長 々とわた くしが議論 してきたことで,〈 住宅風水〉に関する知識の問題が,

なぜ問題となって くるのか,お わか りいただけたであろう7)。〈風水〉を 「迷信」視す

ることも 「科学」視することも,結 局はそれを合理的知識でのみ理解することであっ

て,そ こに 〈風水〉の理解を困難にする落 し穴がひそんでいたのである。つまり く風

水〉を 「迷信」視するならば相手の知識はとうてい理解できず,逆 に 「科学」視 した

としても,結 局は く風水知識〉の体系を分断 して理解してしまうことになる。この点

に関 してもまた,片 山らは有力なコメントを提供 して くれている。すなわち,大 陸中

国の福建省で有力な 〈住宅風水〉に関するデータを提供 して くれた片山は,前 章で紹

介 した 〈環形土楼〉の調査を通じて,さ らにこう語 っているのである。

 「風水は現在の中国では,昔 の迷信とされている。 しか しわれわれの何故円形プラ

ンなのか等の質問に対 して,風 水によること,風 水先生の判断に依るとの答えが聞か

れた。また数多 くの土楼のすまいを訪ねる問に,徐 々にわれわれ自身も普段行ってい

る計画の考え方では理解できない,一 種のブラック・ボックスがあるように感 じられ

てきた。それは,見 えない部分や測 り知れない世界を含めた秩序体系や判断の強い投

7)本 稿 は,そ の主題を く居住空間〉 としなが ら,極 力 〈住宅〉 に関 してのみ述べよ うとして き

た。〈陽宅風水〉 といえば代表 は住居 だが,〈風水知識〉 はそ もそ も対象を このよ うに限定す る

もので はな く,居 住空間 と しての村落一郷村一都市,あ るいは国家 にも広が りうるものであ る。

しか し居住空間全体に関 して,事 例をあげて述べつ くす課題は,お そ らくわた くしのライ フ ・

ワークに属することになるであろう。
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影を認めないことには,埋 め切れない溝であった。今でも実際の運用や詳細はわから

ないが,そ れがどうも風水が与えた結果のようである」[片山 1987b:701。

 片山のこのような述懐は,わ たくしがなぜ翻訳困難な 〈風水知識論〉を手がけ,い

まなおその研究を しつづけているのか,に 対する答えを与えて くれているように思う。

中国では 〈風水〉を 「迷信」だと言 っている。中国の政府や学者たちは,そ の理由の

1つ として,〈 風水〉を信奉することによって,人 民がどれくらいその生活被害をこ

うむってきたかはかり知れない,と いうかもしれない。しかし,そ れは行政レベルの

問題である。 行政レベルの社会問題に対 しては,簡 単にこう反論できる。 〈風水〉は

人びとの福 ・禄 ・寿の獲得,生 活の現在および将来の平安を希 って発生 し,人 びとの

生活不安や生活苦を解消せんがために,維 持されてきた知識である。はた してときの

政府や学者たちは,そ れでは人民の意を汲んで人民の生活の安寧と幸福とを,こ れま

で保証できたのかどうなのか。前出の李がいみじくも唱えていたように[李 1978],

科学技術の発展が 〈風水思想〉にかわって,人 びとの希いを今後 も保証するわけでは

決 してない。〈風水〉は く風水〉 として,今 後 も人びとに被害をもたらそうがそうで

なかろうが,人 びとの幸福観を満たし災厄観を除去する重要な手段として,維 持され

ていくはずである。なぜなら,人 びとの幸福観や災厄観は,合 理的知識ではとうてい

理解できず,対 応できないからである。

 片山は一般通念としての 「風水迷信説」を,結 局は疑 った。いいがえれば人びとの

知識の側に立ったのである。人びとの知識の側に立つと,そ こにはいままで自分がも

ったこともなかった 〈風水知識〉が存在 した。それはわれわれの知識,こ れを 「科学

的知識」と称してもよいし,「合理的知識」と称してもよいが,そ れ らの 知識のブラ

ック・ボックスに存在していた。われわれに 〈風水知識〉は存在 しなかったわけであ

る。われわれの知識ではわからない部分としてのX,そ のXを 認めないかぎり 「埋め

切れない溝」がそこにあった。何度もいうように,そ のXと は 〈風水〉のことである。

Xさ えわかれば,〈 環形土楼〉の 〈環形土楼〉たる理由が解けたわけである。 その点

を,片 山と同じ研究グループの茂木 もこう述べている。「〔環形土楕は風水によって作

られたのだ。〕われわれは何か余 りに もこまか く詮索 しすぎて考え る習慣があり過ぎ

て,当 り前の大事なことを大 らかに発想することを忘れているのではないか,と 思い
                                   

知らされ」[茂木1987:27](傍 点渡邊)た というのである。わた くしも,そ れが実

感である。 〈風水知識〉を人びとと共有してみると,見 えないものが見えて くる。今

度はそれが当然のように思えてくる。そうするとわれわれの知識の習慣がじゃまにな

らてくる。身して 〈風水知識〉が 〈風水〉の専家もしくは住宅の居住者 と共有できる
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と,中 国の伝統建築のすべてが見えるようになる。片山や茂木らと同じ建築学者に属

する前出の郭と堀込は,「 風水をぬきにして中国伝統建築の真の理解はできないとい

って もよい」[郭 ・堀込 1980:202]と 述べている。

 わた くしの身に備え られた地理学や社会人類学か らでは,ま だとうてい〈風水知識〉

に対する理解が,郭 や堀込の レベルにまで到達 していないが,わ れわれの知識の間隙

に 〈風水知識〉という,漢 文化理解の重要なキイ ・ワー ドがひそんでいたことは,わ

た くしの実感でありまた発見であった。なんどもいうように,〈風水〉は 〈風水〉から

でしか理解で きない,と いうことの発見である。

 人類学者の異文化理解とは,こ のように自分とは異なる知識の発見と獲得にある。

自分に従来か ら兼ね備えられていなかった知識が獲得で きると,今 度はわれわれの知

識,す なわち人類学者の場合は人類学的知識への疑問とその相対視へと向かうことに

なるはずである。いいかえれば合理的知識があるなら,そ れ とは別の直観的知識があ

り,両 者の存在を認めて0方 だけの知識にくみしないという姿勢が形成されることに

なる。たとえば直観的知識を起点にして成立 している く風水知識〉からみると,人 類

学がもっている知識の枠組に疑問が生 じてくる。 その枠組の1つ であ る 〈自然〉対

〈文化〉の対立概念を例にあげてみよう。

 たしかに人類学,な かで もとりわけ文化人類学の成立と発展は,ピ ーコック(J.L・

Peacock)の 言うように,文 化概念の自然概念からの離脱と独立の歴史の流れのなか

にあった[PEACOCK l986]。19世 紀にいたるまでのヨーロッパの学界では,非 西洋

諸民族を自分たちと異なる 「人種」であると認識し,か れらの生活習慣の0部 までそ

れを 〈遺伝的特質〉とみなしてきた。男女のジェンダーのちがいさえ,こ れを 〈先天

的〉なものと認識 していた。人類の生活習慣のちがいは,か ような く自然〉とは独立

した 〈文化〉め差であり,ジ ェンダーの差は 〈後天的〉なものであるとの認識が支配

的となったのは,長 大 な西洋思想史からみればむしろ近年に属することである。いい

かえれば,ギ リシア哲学成立以来の,〈 自然たるもの〉と 〈自然でない もの〉との概念

上の区別の伝統を,〈 文化〉概念の洗練化 ・抽象化を経由して,〈 自然〉概念とは明確

に区別され対峙 しうるものとして,認 識 しなお したのがヨーロッパ近代だったと称 し

てもよい。 このヨーロッパ近代に,文 化人類学がその文化概念をかかげて成立したわ

けである。以来,ヨmッ パでは,こ の世のあらゆる現象を分別するための く自然〉

と 〈文化〉の2分 法が,日 常生活の無意識な民俗分類にも深 く浸透 し,そ の2分 法的

カテゴリーが今日の学問的分類基準にも及んでいる[PEAcocK l986:62-78]。 この

分類基準は,〈脱亜入欧〉の時代以来,し だいに日本でも支配的な分類基準になってい
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った。 そ れ はた しか に 日本 人 の 伝 統 よ り以 上 の,合 理 主 義 の もと に成 りた って い た し,

そ の か ぎ りで 有 効 な概 念 だ った。 た とえ ば 日本 語 の 〈自 然〉概 念 は,英 語 の 〈nature>

の 概 念 に 由来 す る とまで 考 え る く らい,概 念論 争を 通 して 普 及 して い った の で あ る

[柳 父 1982:127-148]。 英 語 の 〈nature>を,も と もと は漢 語 で あ る 〈自然〉 とい

う言 葉 に訳 す 理 由 はあ った。 つ ま り 〈nature>も 〈自 然〉 も,人 為 に よ らぬ あ りの ま

ま の客 体 を 意 味 す る こ とに お い て,同 じで あ った か らで あ る。 しか し 〈nature>は あ

くま で も客 体 で あ り,人 間 の 精神 活 動 と は対 立 す る概 念 と して,す で に 洗 練 され て い

た 。 と こ ろが 漢語 の 〈自然〉 概 念 は,主 体 が もつ と ころの 精 神 の1つ の 道 徳 的 ・倫 理

的理 想,す な わ ち精 神 的 活 動 の 至 上 価 値を も 表わ して い た ので あ る。 す な わ ち漢 語 で

い う く自然〉 とは,人 為 の 加 わ らぬ客 体 と一 体 に な った 精神 で あ り,し た が って 精神

は客 体 の 側 に あ る自然 活 動 を 充分 に感 知す る こ とが で き,ま たせ ね ば な らない もの だ

った8)。

 結 論 を 手 短 か に 述べ る な ら,〈 風 水 知識 〉 は 〈nature>と して の 自然 で は な く,〈 自

然〉 と して の 自然 を相 手 に し,測 定 し判 断 し人 為を それ に した が わせ る 知 識体 系 の1

つ で あ る。 だ か ら,こ と 〈風 水〉 理 解 に あ た って は,ヨ ー ロ ッパ 的 〈自 然 〉概 念 が じ

ゃま に な るの で あ る。 い や 漢 文化 理 解 にあ た って は,あ らゆ る部 分 で そ の よ うに言 い

う るで あ ろ う。 漢 族 の 精神 か らす れ ば,宗 教 は く超 自 然 的〉(super-natural)で もな

けれ ば,〈 風 水〉 観 法 は く形 而 上学 的〉(meta-physical)な もの で も ない 。 それ らは す

べ て 〈自然 の精 神〉 の な か の 現象 な ので あ る。 わ た く しは こ こで,ヨ ー ロ ッパ 的 〈自

然〉 や 〈文化 〉 の 概 念 を 否 定 して い る ので はな い。 リア リテ ィはわ れ わ れ の 知 識 の 創

造 物 なの だ とい う ことを 言 い た い が た め に,両 者 の 知 識 を相 対 視 す る こと を もと めて

い るの で あ る。 い いか え れ ば,ヨ ー ロ ッパ 的知 識 を ア ・プ リオ リに漢 族 の 知識 に適 用

8)〈風水〉の奥義を知 った ヨー ロッパの研究者 のだれもがそ うだが,彼 我の 〈自然〉認識のちが

いについて思 い知 らされ る。 その1つ として,人 類学者 フ リー ドマ ン(M・Freedman)の 指摘

を要約紹介 して,本 文のわた くしの主張の一助 と しておきたい。 「人間 と自然 とを厳格 に区別

する伝統のなかで育 った者に とって,0度 に 〈風水〉 の根本的な前提を把握する ことは困難 で

ある。部外者,た とえば ヨーロ ッパ人 が中国人 と同じよ うに景観を眺めるとすれば,景 観のす

ば らしさに対 して ヨー ロッパ人の喜びは審美 的なものであり 『客観的』であ る。すなわち景観

は外在 している。 しか し中国人の感 じかたは宇宙論的である。かれにとって眺めるものと眺め

られる者 とは互 いに働 きかけあい,両 者 はより大 きな体系の部分 とな ってい る。宇宙 は天 ・地・

人か らな り,人 は宇宙のなか の0部 である。景観 に対 して ヨーロッパ人 は美 しい とつぶや くの

に対 して,中 国人 は満足や落 ち着 き(鎌服)を 感 じとる。景観 はかれに直接影響 し・理想的な影

響な らかれをゆ ったりと落ち着 いた気持 ちにさせ る。中国人 は 〈風水〉 の効果を 『心理学的』

だというが,そ れは宇宙に働 く作用に 対 して人間が感 応す る ことなのだ」[FREEDMAN 1966:

158]。 この フ リー ドマ ンの指摘を別の言葉 に置きかえれば,〈 風水〉は日常生活中の 「天人合
一」を達成 しようとす ることである。 〈風水〉観法で重要なのは,こ のよ うに人 と自然 との調

和であ って,主 客のへだてなき一体化にある。すなわ ち 〈自然〉 と く文化〉が対立 して は理解

で きぬゆえんである[cf. RossBACx 1983:20]。
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しても,合 理的知識同様に漢族の知識を分断 して終わるだけである,と いうことだ。

だから 〈風水〉は く風水知識〉を もってのみ理解がで きる。それは 「迷信」でもなけ

れば 「科学」でもない。 「文化討論会」における陳の答えの混乱は,す べてが 〈風水

知識〉の不足にあったこと,そ のような具体例を通 して,わ れわれの知識を疑ってみ

る。それを指摘 してみたかったわけである。
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コ メ ン ト (1>

中 生 勝 美

 漢族社会でフィ0ル ドワークをすれば,墓 地の選択や家屋

を新築するときに必ず風水知識に出会う。人類学的な社会構

造の分析では,墓 と風水との 関連での研究が多い。 しか し風

水知識は,「陰宅」としての墓地と同時に,「陽宅」としての

住宅建築においても重要な設 計原理である。渡邊論文に も指

摘されているように,風 水知識による伝統的中国建築の理解

は,地 理学や社会人類学では建築学の レベルまでには到達 し

ていないというのも,学 問の性格と研究対象の設定に関係が

ある。

 風水知識は,墓 地と家屋に共通する理念である。さらに民

家と大型建築,都 市部と農村部に共通する。さらに古代と現

代1)の 共通項として,そ の研究領域は広い。著者は,最 近続

続と風水研究を公表しており,今 回の論文 も一連の研究を発

展させたものである。風水知識は,漢 族文化を理解するうえ

でのキーワー ドとなることは疑いなく,こ の問題に取 り組む

著者の研究を今後とも注目していきたい。

 また渡邊論文は,風 水知識の視点から,無 意識に学問の分

類基準となっている く自然〉と 〈文化〉の対立観念が,き わ

めて ヨーロッパ的知識であることを強調 している。その成果

を比喩的に表現すれば,ぜ んまい仕掛けのおもちゃの,ぜ ん

まいのほうを手で持ち上げることによって,お もちゃ自体が

回転するように,風 水知識を起点として社会科学の分析概念

自体を再検討 して相対化 しようとする試みである。これらの

着眼点から,渡 邊論文は風水研究のエ ミックな研究の積み重

ねによって,包 括的な文化体系のエティックな研究を目指す

方向性がうかがえる。

 渡邊論文の方向性を高 く評価するが,エ ミックな研究の積

み重ねの部分で,次 の2点 で意見を述べたい。1つ は漢族の

地域性であり,も う1つ は都市風水の問題である。
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(1)漢 族の地域性

 著者は,沖 縄研究から人類学を開始 している。そして沖縄

文化の中にある中国的要素の分析のために台湾 ・香港 ・マレ

ーシァ華人社会へとフィール ドを拡げていった。そこで渡邊

論文にも,「 沖縄から日本が見えるように,漢 族中心部か ら

は漢族文化が理解できない(本文201頁)」として,沖 縄の風水

から問題を設定している。そ して建築の事例を台湾と福建に

求めている。しかし評者(中 生一 以下同じ)が 中国大陸で

見聞きするかぎり,三 合院は台湾と福建に独特のものである。

例えば三合院とは異なる民家の形態として,湖 北省の民家は,

渡邊論文中の 「図3-a.基 本型(三 間起)」 に類似 している。

そして湖南省の民家は湖北省と大体同じ作りであるが,両 脇

から部屋が拡張されており,渡邊論文中の 「図3-c.五 間起二

条龍」と類似 している。 しかしその双方の民家形態は,1つ

の民家が非常に大きな2階 建で三合院とは居住形態を異にす

る。

 また華北 ・東北地方では,三 合院に類似 した四合院である。

しかし評者は,評 者自身による山東省での調査から推定 して,

四合院の構造は三合院のそれとは異なるのではないかと考え

ている。 渡邊論文は,〈 風水説〉が 〈身体論〉で捉えられ,

住宅や墓地 も身体論で解釈できるとしている。四合院につい

ては図4に ある身体宇宙のモデルとは異なる空間観念の説明

方法がある。四合院ということで,吉 林省の民家の事例を挙

げよう。ここに掲げた参考図1は,四 合院を2つ 重ね合わせ

た構造になっている。 これをモデル化すれば参考図2お よび

参考図3の ようになるが,あ くまで家屋の4極 構造が積み重

なってできている。 これを三合院との比較で見るならば,三

合院がコの字型累積であるのに対 して,四 合院はロの字型累

積である。

 渡邊論文では,民 家の形態と家屋の気流の流れとの関係を

次のように分析 している。「『正身』から気がでるので,屋 根

を高 くし,『 護龍』にいたって次第に屋根を低くするのは,
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参考図1吉 林市三道礁 頭牛宅総平面図 [張 1985:79]

水の流れの如き秩序を表現する(本 文217頁)」 と説明してい

る。 これは 「正身」か ら両腕のように延びた 「護龍」である

三合院の解釈としては妥当であるが,4極 構造で構成 されて

いる四合院の説明には適さない。 しかし四合院にも,三 合院

のような身体論的な説明の仕方がある可能性も否定できない。

 漢族の地域性は,言 語 ・社会構造 ・儀礼 ・宗教にあるよう

に,民 家の形態,さ らに風水知識にもある。そこで渡邊論文
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参考図2 四合院家屋ハ イラキー ・モデル(A)

備考:① ～④ は家屋のハイラキー(序 列)を 示 す

  参考図3 四合院家屋ハ イラキー ・モデル(B)

備考:参 考図2が 拡張 され,旧 屋 の④が新屋の①と重 複

   してハ イラキー(序 列)が 決定 される
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で扱う漢族研究の射程距離として,沖 縄研究との関連がある

台湾 ・福建社会に限られる。 その点で,「 漢族中心部か らは

漢族文化が理解できない」とする見解は,漢 族全体の比較を

した後に,帰 納的に下されるべきではないだろうか。

(2)都 市の風水

 渡邊論文では,台 北盆地の民家の事例か ら,住 宅風水を風

水師と工匠の知識分業であると捉えている。 この分析は,香

港都市部の高層 ビルにもあてはまる。そこで香港の都市部の

風水知識について,比 較しておこう。香港都市部の不動産は,

風水の善 し悪しで売れ行 きに影響する。つまり売買 ・賃貸価

格に差ができるので,新 築の高層 ビルを設計する段階で,風

水先生を招いて 各部屋の風水を見て もらう (「住宅楼宇訂価

法風水好筈価提高」 『文匿報』1988年3月21日 第19版)。 一

般の住宅ばかりではない。銀行の用地選択 も,風 水先生に依

頼 している。また香港立法局の政務担当議員は机の方向を風

水師に見てもらう(東 叔 「重陽談風水」 『文匪報』1988年10

月25日 第8版)。 前者の銀行 の例であるが,香 港 ドルを発行

する香港上海銀行は,香 港島のオフィス街の中心にあ りなが

ら,他 のインテ リジェントビルとは異なったデザインで人目

につ く。それは銀行を設計 したノーマン・フォスターが最終

プランを立案する前に,香 港を訪れて風水師の意見を取り入

れ,デ ザインを変更 しているか らである[荒 俣 1989:41]。

 香港入が多数移民として居住しているカナダでは,香 港の

i著名な風水師がバ ンクーバーに赴いて現地の風水を見ている

(徐詠旋 「宋紹光看国風水」『明報』1988年10月10日 第17版)。

風水師は渡邊論文の結論を実践 して,す でに漢族の知識によ

ってヨーロッパ的知識を分析 している。そこで住宅風水を論

じるのであれば,民 家に限らず現代建築をも視野に入れる必

要があるのではないだろうか。

1)天 律大学建築学部の王其亨 は,紀 元前4世 紀以来都市 ・村鎮 ・

住宅の風水術にほとん ど変化 がないとい う研究を公表 している。

と くに古代建築 の空間 ・環境 ・忘 然景観な どを総合的に理解 する

うえで,風 水術 は満足で きる解答を与えて くれるとい う(『大公

報』ユ988年9月27日)。
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文 献

荒俣 浩

 1989 「香港風水戦争」『03』2号 新潮社,pp・37-47。

張 駁簑

 1985「 吉林民居』 北京:中 国建築工業 出版社。

リプライ (1)

渡 邊 欣 雄

 は じめに,今 後の漢族研究において,〈 風水〉がその重要

なキイワ0ド となりうることを認めていただいた評者には,

謝意を表したい。今後もわたくしは,人 類学的な知識論の一

環として,複 雑な知識体系でなかなかに理解 しがたい研究対

象ではあるが,コ ンパク トにとらえうる漢族の1つ の民俗知

識を対象として,〈 風水〉研究を継続 したいと思っている。

 さて,評 者のわたくしの論文に対するコメントだが,評 者

は問題が2種 あるという。結論的に言えば,た いへん失礼で

はあるが,い ずれのコメントもコメントになっていないと思

われる。いずれもわたくしのエミックな,す なわち話者の知

識に関する研究に対 してであるというが,は た してどうだろ

うか。評者はわたくしが台湾 ・福建両省のみに しかない(?)

「三合院」住宅をとりあげて 〈風水〉を論 じていることに,

漢文化の地域性を無視して論 じた,と 考え た よ うで あ る。

「三合院」住宅の く風水〉について,な ぜわた くしが論じた

のか,い ま一度第H章 を読んでいただきたい。そ して,評 者

が多 く問題とした第IV章 は文脈でご理解いただけるように,

両省に限定した第H章 の議論の延長であることを,確 認 して

いただきたい。したがって,わ た くしは 「三合院」住宅が漢

族の普遍的住宅プランであると述べたわけではない。すなわ

ち 「三合院」住宅は,〈風水〉に関する沖縄側と福建省 側と

の討論で出てきた題材であるにすぎないことを,あ らかじめ

念頭に置いておかねばならない。 だからむろんのこと,「 四

合院」住宅についても同様だとしたわけである。このような

わた くしの議論の限定があるにもかかわらず,わ た くしの
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〈風水論〉が台湾 ・福建両省に しかあて はまらないはずだ,

という く先入主〉を評者に与えているのは,お そらく後述す

るような評者の脳裏にある,「地域性研究」とい う人類学的

知識が災い しているからであろう。

 わた くしが問題としているのは,評 者のいうようにまさに

〈風水〉のエミックである。 だからわた くしは本文に触れた

ように(本文203頁),人 びとが語る住宅風水がなければ,そ も

そも本稿を著わ した意義はないとした。たんなる 「民家構造

論」を展開したつ もりはないわけである。 したがって民家構

造のちがいについて,わ た くしがとやかくリプライする必要

はないであろう。そこでわた くしはむしろ,評 者が反証例と

して出した事例に,当 然のこと,同 様の 〈風水〉上のエ ミッ

クを期待するのである。評者があげている反証例は,は た し

てだれのエミックなのだろうか。期待 しているのは何度 も言

うように,話 者のものである。あげられた解釈は吉林省のだ

れの風水知識なのか,と 反問したい。 「四合院の説明には適

さない」とは,だ れの く風水知識〉なのだろうか。それが評

者 自身の 〈風水知識〉であるとするならば,評 者はいったい

漢族の く風水〉について,ど のような知識をもって,わ が論

文に接 しているのだろうか。それを明らかにしなければ,お

よそわが知識論に関するコメントにはならず,漢 文化の地域

性を例証 したことにもならないはずである。〈風水論〉を 〈民

家構造論〉にすりかえてしまっては,は なはだ迷惑である。

 またおなじコメン トの文脈のなかで,わ た くしの沖縄研究

からの発問にも疑義を抱かれているようである。沖縄か らで

は台湾 ・福建両省以外の漢文化はわからないと。かような人

類学的知識があるか ら,わ た くしは依然として沖縄研究から

漢族研究を問うのである。地域性研究は恣意的類型論におち

いりやすいことを,沖 縄研究はすで に示 して いる[渡 邊

1985:45-4?]。 すなわち沖縄研究は20年以上も前に,評 者の

知識にあるような 「地域性研究」を否定 しているのである。

だからわたくしはとか く恣意的になりがちな く地域論〉に陥
     0
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らず 〈知識論〉を展開していること,一 地域に複数の知識が

存在 したならば[渡 邊 1986:1-36],も はや地域性 とい う

知識前提がくつがえ って しまうこと,そ れ らを沖縄研究は教

えてきたのである。いま一度言っておきたい。漢族の中心部

か らでは漢族文化は理解 しがたいと。漢族研究にとって沖縄

研究は,多 くのことをすでに教えている。たんに沖縄は中国

東海の1小 島だなどと,ゆ めゆめ考えてはならない。

 第2の コメントもまた,わ た くしのエ ミック研究に対する

コメントにはほど遠い。香港の事例は事例として,拝 聴すべ

きものであり有力なデータを提供 していただいたと思ってい

る。 しか し,風 水師がわたくしの結論を実践しているとする

のは,好 意的な憶測であろうが,そ れはおそらくまちがいで

あろう。もちろんわたくしは,か ようなことをまったく期待

してはいない。また,す でに漢族の知識により,ヨ ーロッパ

的知識を分析 しているという現実のあること,い いかえれば

ロスバックのように[RossBAcH l983],欧 米の都市を風水

判断している現実のあることを,わ た くしも知っている。だ

か ら,そ れはまた逆の意味で,欧 米的 知識の風土を 無視 し

た,エ スノセン トリシズムであると思うので ある[c£ 渡邊

1988b:95]。 欧米には欧米の都市計画プランがあって,都 市

建設をしてきた経緯がある。相手の知識を無視 して勝手に風

水判断するような,か ような 〈風水〉の実用主義には,わ た

くしは立っていない。また評者の言うように,現 代建築を視

野に入れるべきこと,そ のとおりだと思うが,わ た くしはそ

れを無視 してきたわけではない。本文中に李亦園の指摘を引

用 していること,そ の他現代建築にかぎらずさまざまな く風

水〉に関する意見の引用は,現 代の知識に属するものだとい

うことを十分了解すべきである。

文 献(前 掲 「渡邊論文」末尾の 〈文献〉と共通)
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コ メ ン ト

瀬 川

(2)

昌 久

風水説は東洋学者やM.フ リー ドマンなどの人類学者によ

ってもしばしば取 り上げられてきた興味深い題材である。渡

邊論文は,こ の風水説について,従 来の研究者(欧 米人並び

に西洋化された知識を持つ東洋人を含む)が,と もすると西

洋的な合理主義による解釈に終始する傾向があったことを批

判 している。すなわち,風 水説を 「不合理」な迷信として片

付ける考え方 も,ま たその中に経験科学的にみて,妥 当性を

持つ要素を拾い読みして礼賛する考え方 も,西 洋的合理主義

の側か らの一方的解釈の押 し付けであるという点では同罪で

あるとしており,こ れは我々人類学者が非西洋近代的思考を

扱 う場合に陥 りやすい 「中途半端な理解」を戒めるきわめて

重要な指摘だと思う。ただ,結 局 「風水は風水によって しか

理解で きない」のだとした ら,い ったい我々には何ができる

ことになるのだろうか? 風水を学ぶことはできても,研 究
               ●   ●                               ●   ●

することはで きないのだろうか? 評者(瀬 川一 以下同 じ)
0    

も老人学級などで講演を頼まれて風水説について話 した りす

ると,家 相や墓相の信奉者か ら本気で相談を持ち掛 けられる

ことがあって当惑することがある。我々ははた して風水の分

析者であるべきなのか,そ れとも見習い人であるべきなのか,

はたまた応用 ・実践者であるべきなのか? また,そ れとは

別に,中 国人自身の中の 「懐疑主義者」については,い ま少

し詮索 してみる必要があるようにも思う。評者のブイール ド

の人々を含め,中 国人の中にも風水説に懐疑的な人はた くさ

んおり,そ れも必ずしも近代教育による西洋的合理主義の普

及のせいだけとは考え られない。はるか昔から懐疑主義者は

いたようである。 だから,風 水説の思考とは別の思考様式

 (西洋的合理主義と同質のものである必要はない)が 中国人

の中に併存していて,両 者の相克または補完作用のようなも

のがあった,と いうようなことは考えてみる必要はなかろう

か? 特に風水知識に精通していない一般人にとって,風 水
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は事物の認識や思考における選択的な諸様式の中の1つ であ

った可能性はないだろうか?

リプラ イ

渡 邊

(2)

欣 雄

 評者へ応答するまえに,話 者の知識の多様性については,

これまでわた くしはさまざまな議論を展開して きた こと,こ

れをあ らか じめ知っておいていただきたい[渡 邊 1989a]。

すなわち評者が 「風水説に懐疑的な中国人のいることも認識

する必要がある」などと指摘 していることは,本 文の第H章

および第皿章に例をあげた陳洒東や劉恵孫 らの言述および辞

典類の主張で十分理解できるはずだし,む しろ風水に対する

研究者側の懐疑がいかなる学問的結末を招 くかについて,わ

た くしは議論 したつ もりである。くわえてわた くしは知識の

整合性 ・正当性 ・拮抗性,お よびその動態についてこれまで

慎重に議論をして きたつ もりであるし[c£ 渡邊 1986],こ

のたびの論文はその延長上にある(本 文 《注1》 参照)。 だか

ら逆に評者が風水説への懐疑だけを反証例にあげて も,す で

にわたくしが述べてきたように[渡 邊 1989a],そ の先の人

々の風水説への無関心や嫌悪,風 水師や学派間,さ らには一

般人の風水知識のちがい ・異説などにも議論が及んでい くは

ずであって,知 識の多様性に関しここでコメントすることは

本論の論旨を逸脱させるであろう。だか らここでは,拙 論を

読んでいただくだけで,十 分としたい。 それか ら本文 《注

3》 にあるように,西 洋思想=合理的知識,東 洋思想=直 観的

知識としている議論の枠組は,要 は問題設定にかかわること

であるから,こ れまた他の拙論をもって応えとしたい。

 問題は,わ た くしが述べた 「風水は風水によって しか理解

できない」という主張に,評 者が疑義をもたれた点だ。なぜ

わた くしがそう述べたのか,い まさら本論の内容を くりかえ

し述べる必要 もなかろう。0言 で言えば,漢 族の知識のなか

でも独特で体系だて られたこの風水 知 識 は,こ れを``geo一
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mancy"と 訳す に 訳 しが た い ほど類 似の 知 識 が 西 洋 に は な

い の で あ る[ie・FEUCHTWANG I972;BAKER I979]。 だ

か ら西 洋 の人 類 学 者 た ちで さえ,わ ざわ ざ``Feng-shui"な

ど と表記 し紹 介 ・分 析 して きた わ けで あ る。 か く して 日本 人

に よる村 山智 順 の 先 駆 的 業 績[村 山 1931]は と もか く,ヨ

ー ロ ッパ 人 に よ る風 水の 〈記 録〉 と して 知 られ る デ ・フ ロー

トの 報 告[DE GRooT l897]や,風 水 の 人 類 学 的 〈分 析 〉

と して 知 ら れ る フ ォ ー チ ヴ ァ ン の 試 み[FEUCHTWANG

l972]を,わ た く しは高 く評 価 した[渡 邊 1988b]。 か れ ら

に と って,風 水 知 識 は わ れ わ れ よ りは るか に 「異 文化 」 的 知

識 と して 推 し量 りが た か った だ ろ うか らで あ る。 わ た く しの

指 摘 に は,も と よ りか よ うな先 駆 的 モ デル が あ る。 さ て評 者

に よれ ば,か よ うな先 駆 的業 績 を,わ ざわ ざ傍 点 を ほ ど こ し

て まで して,そ れ は 風 水 に 関す る 「学 び」 で あ って,「 研 究 」

で は ない と した 。 これ らの業 績 を 例 に あ げ るの が ま ちが って

い る な ら,わ た くしの これ まで の 業 績 を例 と して もよ い。 わ

た く しの これ ま での 論 文 は,「 風 水 の学 習」 で あ って 「研 究 」

で は な い と。 わ た く しは評者 の 区 別 す る 「学 習 」 と 「研 究 」

との 差 が,も と よ り理 解 で き ない で い る。 評 者 が 講 演 した 際,

家 相 ・墓相 の 信奉 者 か ら相 談 を 受 けて 答え に 窮 した こ とを 例

に あ げ て い る が,そ れで もわ た く しに は その 区別 が 理 解 で き

な い ま まで あ る。 フ ォー チ ヴ ァ ンの 『漢 族 風 水 の 人 類 学 的 分

析』[FEUCHTWANG l972]は,い か に漢 族 の 風 水 知 識 の 理

解 が,わ れ われ の 風 水 知 識 を 必要 と す るか を 理 解 す る うえ で

好例 で あ る。 評 者 は フ ォー チヴ ァ・ンの本 の タ イ トル さえ ま ち

が って い る と言 い た い の だ ろ うか。 この 著 作 に は,お よ そ西

洋 の合 理 的 知識 を 超 え た 知 識 体系 の 《分析 》 が な され て い る

と,わ た く しは思 う。 人 類 学研 究 は,相 手 の 知 識 を 知 らず し

てで きぬ証 左 で あ る。

 逆 に評 者 の 指 摘 に した が え ば,風 水の 知 識 を学 習 しさえ す

れ ば,か の 信 奉者 に 答 え る こと がで き る,と 言 い た い よ うに

も受 け とれ る。 は た して わ れわ れ は 自分 の人 類 学 的 知 識 や生
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活知識を捨てて,風 水師と「まった く同 じ知識が習得できる」

のかどうか。ちなみにわたくしは論文で相手と知識を 「共有」

すべ しとは言ってきたが,人 類学的知識や自分の生活経験上

の知識を捨てよ,と はもちろん言 っていない。む しろは じめ

か ら相手の知識と異なることが,人 類学の前提になっている

と思うか らである。われわれが異文化のかような知識を吸収

しようとするときには一定の特徴があって,そ れは 「原理主

義」とでもよぶべき理解に終わるのではないかと思っている。

だか ら 「共有」できるのは,お そらく 「原理主義」的な知識

であろう。すなわち風水師がもつ実用的目的のための 「実用

主義」的な知識の吸収は,わ れわれの人類学的目的にはない

し,ま たなかなかできないのではなかろうか。風水判断にこ

そ,わ れわれがなかなかもちえない直観的知識が生かされる

からである。評者はかの信奉者への答えに窮 した らしいが,

評者は人類学と風水術とを混同してはいないだろうか。だか

ら信奉者からの 「相談」に窮するような評者の人類学研究の

目的や,講 演内容をぜひ聞きただしたいものである。評者の

人類学的知識とはいかなるものなのか,そ う問いただすこと

こそ,お わか りのように本論文の主要 目的の1つ だからだ。

 ともか く評者のような 「学習」と 「研究」との区別がわか

らないままなので,以 下のような格言をもちだすのは答えに

ならないとは思いつつ,い ま頭に浮かぶのは,つ ぎのような

『論語』の1節 である。子日 「学而不思則岡。思而不学則殆」

(ただ事を学ぶだけで,そ の理屈を思索[研 究]し てみなけ

れば,そ の知識は確かなものに ならない。 また 理屈を思索

[研究]す るだけで,そ の事を学び疑問視しなければ,知 識

があやふやで独断におちいる危険性がある)[『論語』為政第

二]。 評者はもっぱら 「風水の分析者」であ りたいと思って

いるのだろうが,孔 子先生はそれを諌めていっている。 「そ

れは勝手気ままなr分 析』に終始 し,独 断におちいる危険性

がある」と……。
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